
　重要文化的景観「日根荘大木の農村景観」に選定された大木地区において6月初
旬、美しい蛍の姿が見られました。その数が減少した時期があったそうで
すが、現在地域のみなさんによって環境を守っていただき、ふたたびきれ
いな姿が見られています。（デジタルカメラで10秒間露光し約35枚合成）

このマークの画像にこのマークの画像に
スマホをかざすと、スマホをかざすと、
動画が見られます！動画が見られます！
※詳しくは30ページ※詳しくは30ページ

をご覧ください。をご覧ください。
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■ロボット製作体験講座
　トランジスタや光センサなどの部品を使い、自分で
本格的な電子回路を作り、スイスイ動くライントレー
スカーを完成させよう！

日時　8月1日㈯ 午前10時～午後0時30分
対象　小学4～ 6年生（保護者・兄弟の
見学可）　※昨年度未受講者優先
定員　20人（先着順）
講師　原　尚之さん（大阪府立大学大学院 

工学研究科 電気情報システム工学分野 准教授）、小西啓
治さん（同 教授）
材料費　2,000円　持ち物　筆記用具、持ち帰り用袋
共催　大阪府立大学 工学域 電気電子系学類 電気電子
システム工学課程
申込　7月10日㈮以降に電話、FAXで。材料費の納入・
キャンセルは7月24日㈮まで

■小学生将棋教室
【入門】
開催日　7月29日㈬、8月5日㈬・12日㈬・19日㈬・
26日㈬（全5回）
時間・コース　●午後1時～1時50分・小学1～3年生
　　　　　　　●午後2時～2時50分・小学4～6年生
対象　将棋に興味があり、真剣に取り組む意欲のある
小学生。原則、対局経験がほとんどない初心者

■親子クッキング　～あつまれ！こどもコックさん～
日時　7月31日㈮、8月2日㈰ 午前10時～午後1時30分
メニュー　デコレーションずし、
季節のサラダ、汁物、デザート
対象　満4歳～小学3年生の子ども
と保護者
定員　各10組（先着順）
講師・共催　泉佐野市食生活改善
推進協議会
材料費　1組800円　※子ども１人追加で＋200円、大
人１人追加で＋600円
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、ふきん2枚、手拭
き用タオル、子ども用のお茶とお箸
申込　7月7日㈫以降に電話、FAXで。（アレルギーの
有無をお伝えください）材料費の納入・キャンセルは7
月22日㈬まで　※一時保育（1歳6ヵ月以上・定員各2人・
先着順）あり、希望者は申込時に

■手作り貯金箱講座
開催日　7月28日㈫
時間　●午前10時～ 11時　
●午前11時10分～午後0時10分
対象　小学生　※1～ 3年生は
保護者の同伴が必要
定員　各16人（先着順）
講師　中林正恵さん　（生涯学習ボランティア講師）
材料費　●プリンセス貯金箱 900円 
　　　　●サッカーゴール貯金箱1,000円
持ち物　持ち帰り用袋、手拭き用タオル
申込　7月9日㈭以降に電話、FAXで。材料費の納入・
キャンセルは7月19日㈰まで　※一時保育（1歳6ヵ月
以上・定員各2人・先着順）あり、希望者は申込時に

■親子で学ぶ「かおり」のはなし
　アロマ石けん作りも体験でき、夏
休みの自由研究にも役立ちます！
開催日　7月24日㈮
時間　●午前10時～11時20分　
　　　●午前11時30分～午後0時50分
対象　小学生と保護者　定員　各10組（先着順）
講師　分部輝美さん（AEAJアロマテラピーインスト
ラクター）
材料費　800円　※子ども1人追加で＋200円
持ち物　ウェットティッシュ、筆記用具
申込　7月7日㈫以降に電話、FAXで。材料費の納入・
キャンセルは7月17日㈮まで
※一時保育（1歳6ヵ月以上・定員各2人・先着順）あり、
希望者は申込時に

■やさいの絵を描こう！
～絵の具・クレパスを使って描くことを楽しもう～
　トウモロコシを描きます！クレパスや絵の具を使っ
て描くコツや技法を学びませんか？
開催日　7月25日㈯
時間　●午後1時～2時30分　●午後2時45分～4時15分

対象　小学生（昨年度未受講者優先、
1・2年生は保護者の同伴が必要）
定員　各16人（先着順）
講師　尾崎康代さん　（さくらクレ
パス認定講師）
材料費　100円　

持ち物　水彩道具一式、クレパス、ぞうきん
※服装は汚れてもよいもので
申込　7月8日㈬以降に電話、FAXで　※一時保育（1歳6ヵ
月以上・定員各2人・先着順）あり、希望者は申込時に

定員　各コース20人（申込多数の場合は抽選）
講師　谷　弘之さん（公益社団法人 日本将棋連盟 指導
コーチ アマ四段）
【中・上級者】　
開催日　7月28日㈫、8月4日㈫・11日㈫・18日㈫・
25日㈫（全5回）
時間・コース　●午後1時～1時50分・小学1～3年生
　　　　　　　●午後2時～3時・小学4～6年生　
対象　将棋のルールと駒の動かし方がしっかり分か
り、ある程度対局経験のある小学生
定員　各コース30人（申込多数の場合は抽選）
講師　土井春左右さん（公益社団法人日本将棋連盟 指導
棋士 七段）、今井斉彬さん（同 普及指導員補佐 アマ五段）
いずれも
持ち物　筆記用具、飲料水（必要な人）
申込　7月14日㈫（必着）までに往復ハガキの往信
用に住所、氏名、電話番号、学校名、学年を、返信
用に住所、氏名を記入し、〠598-0005 市場東1丁目
295-1 レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習セ
ンター「夏休み 将棋教室（入門）または（中・上級者）」
係へ　※受講無料
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レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター ☎469-7120 Fax469-7121
受付　午前9時～午後5時15分（月曜日、7月21日㈫除く）

特集
夏休み子ども講座

楽しい夏休みがやってき
ます！夏の思い出づくり
に、参加してみませんか？
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■夏休み　宿題やっつけ隊シリーズ　　
【夏休みの宿題をみんなでやっつけよう】
日時　7月21日㈫・22日㈬ 午前11時～午後0時30分
対象　市内在住の小学生　定員　各30人（先着順）　
持ち物　宿題（サマーワーク）、筆記用具
申込　7月1日㈬以降に電話で。キャンセルは7月17日
㈮まで　※受講無料。1日のみの受講も可

【SUMMERキッズ英会話教室】
日時　7月22日㈬～8月17日㈪の毎週月・水曜日
　　　午前９時30分～10時30分（全8回）
対象　全回参加できる市内在住の小学1～3年生
定員　16人（先着順）　教材費　500円
申込　7月2日㈭以降に電話で。参加費の納入・キャン
セルは７月18日㈯まで

【美♥ココナッツオイルでざくざくフルーツグラノー
ラ入りクッキー】　　　　　　　　
日時　7月23日㈭ 午前10時30分～正午 
対象　市内在住の小・中学生 　定員　20人（先着順）
場所　佐野公民館 3階料理室
講師　溝端絵理さん（AEAJ認定アロマ
セラピスト）
材料費　500円
申込　7月3日㈮以降に電話で。材料費
の納入・キャンセルは7月18日㈯まで

【感想文連続講座「読書感想文の書き方講座」　＆「読
書感想文自主学習会」】
開催日・内容　●7月28日㈫・読書感想文の書き方・
簡単な練習問題を説明します
●7月29日㈬・各自読書感想文を完成させることを目
標にします
コース・時間・定員（先着順）
●小学2・3年生…午後1時30分～3時・15人
●小学4～6年生…午後3時～4時30分・20人　　
対象　次のすべてに該当する人　●市内在住の小学2
～6年生　●28日に必ず参加できる人（28日のみ参
加可、29日のみ参加不可）　●受講日までに読書感想
文を書く予定の本をすべて読み終えている人で、セン
ターが配布する感想文を完成させるための指定記入用
紙を27日までに書くことができる人
教材費　100円　　
持ち物　筆記用具、感想文を書く予定の本、指定され
た原稿用紙、センターが配布した感想文記入用紙を完
成させたもの
申込　7月4日㈯以降に電話で。教材費の納入・キャン
セルは7月18日㈯まで

【ぷるぷるゼリーづくり】　　　　　　　　
日時　7月30日㈭ 午後1時30分～3時 
場所　佐野公民館 3階料理室
対象　市内在住の小・中学生 　定員　20人（先着順）
材料費　400円
申込　7月6日㈪以降に電話で。材料費の納入・キャン
セルは7月18日㈯まで

【美♥ココナッツオイルのバスボムづくり】
日時　8月3日㈪
　　　午後1時30分～2時30分 
対象　市内在住の小・中学生 　
定員　20人（先着順）
講師　溝端絵理さん（AEAJ認定
アロマセラピスト）
材料費　300円
申込　7月7日㈫以降に電話で。
材料費の納入・キャンセルは7月18日㈯まで

【きらきらシーグラスでサンキャッチャー】　　　
日時　8月5日㈬
　　　午後2時～3時 
対象　市内在住の小・中学生 
定員　20人（先着順）
材料費　100円
申込　7月8日㈬以降に電話で。材
料費の納入・キャンセルは7月18日
㈯まで

■夏休み自由課題編　「わいわい　よくばり体験＆見学」
①和歌山市防災学習センター＆花王和歌山工場
日時　7月24日㈮ 午前8時30分～午後5時　
参加費　250円(交通費） 

②明治製菓＆パナソニック
日時　7月31日㈮ 午前8時30分～午後5時　
参加費　200円(交通費）

③大阪科学技術館＆津波・高潮ステーション
日時　8月7日㈮ 午前8時30分～午後5時　
参加費　400円（交通費・実験代）

④職業訓練校＆工場見学
日時　8月11日㈫ 午前9時30分～午後3時30分　
参加費　50円(保険代)

⑤大阪ガス ガス科学館＆レゴランド
日時　8月20日㈭ 午前8時30分～
午後5時　
参加費　1,850円（交通費・入場料）

いずれも
対象　市内在住の小・中学生
※①②は小学3年生～中学生、⑤は小学生
定員　25人（先着順）　※⑤は24人
申込　7月10日㈮（必着）までに往復ハガキの往信用
の裏面に住所、氏名、ふりがな、学年、学校名、電話
番号、希望のコースを、返信用の表面に住所、氏名
を記入し、〠598-0043 大西1丁目16-5 青少年セン
ターへ。(1枚で1人につき1コースの申込。申込多数
の場合は抽選)参加費の納入・キャンセルは7月18日
㈯まで。7月18日㈯までに返信ハガキが届かない場合
は連絡してください。
※持ち物など詳しくは、参加費納入時に配布するしお
りをご覧ください。
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青少年センター ☎462-2939 Fax464-0409
受付　午前9時～午後5時（日曜日、7月20日㈷除く）

■レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの　
紙すきをしよう～ハガキを作ろう～

　牛乳パックをリサイクルしてハガキサイズの紙をつくります。
日時　8月1日㈯ 午後1時30分～3時30分　対象　小学生以上　※保護者の参加可
定員　20人（先着順）　材料費　100円
場所・申込・問合先　7月2日㈭以降にレイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館
いずみさの（☎469-7140 Fax469-7141）へ
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北部市民交流センター本館
☎464-5725 Fax469-2284

受付　午前9時～午後5時15分（月～金曜日）

佐野公民館 ☎463-6181 Fax469-2243
受付　午前9時～午後5時15分（月曜日、7月21日㈫除く）

■明治クッキングサロン　～親子でクッキング・わくわくコース～
日時　7月25日㈯ 午前10時～午後1時
メニュー　サラダ寿司＆野菜畑の鶏つくね、チーズ入り白玉みた
らしあん
対象　小学生と保護者　定員　10組20人（先着順）
講師　川西祥子さん（明治関西お客様相談室）　材料費　1組1,000円
持ち物　エプロン、ふきん、三角巾
申込　7月7日㈫以降に電話、FAXで。材料費の納入・キャンセル
は7月14日㈫まで

■子ども絵画教室　～自転車を自由に描こう～
日時　7月29日㈬ 午前10時～正午
対象　小学生　定員　15人（先着順）
講師　池側良美さん（佐野公民館登録クラブ講師）
材料費　50円
持ち物　クレパス（全員）、水彩道具一式（3年生以上）
申込　7月7日㈫以降に電話、FAXで。材料費の納入・キャンセル
は7月19日㈰まで

■親子劇場「おやこ Ｄｅ 人形劇」
日時　8月30日㈰ 午前10時30分～
　　　（開場：午前10時20分）　
場所　長南公民館 2階視聴覚室　
内容　人形劇団「ひまわり」による「三び
きのやぎのがらがらどん」など（約40分）
定員　70人（先着順）
問合先　長南公民館図書室（☎465-1101）
※申込不要、参加無料。臨時駐車場あり

■こどもシネマ「Ｅ.Ｔ.」
日時　7月31日㈮ 午前10時～
　　　（開場：午前9時30分）
場所　佐野公民館 4階多目的室
上映時間　120分　定員　100人（先着順）
問合先　佐野公民館図書室（☎463-6035）
※申込不要、参加無料。徒歩または自転車
でお越しください。

■きらきらのデコリールキーを作ろう
開催日　7月31日㈮
時間　●1部：午前10時～11時
　　　●2部：午前11時15分～午後0時15分
対象　小学生以上　定員　各20人(先着順)
講師　小野田敬子さん(北部市民交流センター本館登録
講師)
材料費　500円
持ち物　医療用のゴム手袋(エ
ポキシアレルギーのある人)
申込　7月8日㈬～24日㈮に電
話、FAXで。キャンセルは7月
24日㈮まで

■みんなで楽しむ体験広場
　大人だけでも、親子でも楽しめる体験集めました。
日時　7月27日㈪ 
　　　午前10時～午後3時(最終受付：午後2時30分）
※各体験の定員になり次第終了。当日先着順
内容　●大人も子どもも癒しタイム…アロマハンドト
リートメント(10分)、フットトリートメント(20分)、
ヘッドセラピー（20分）　●プリザーブドフラワー…ワ
ンカップアレンジ・ポプリのボトルアレンジ　●カラー
ゴムでブレスレット作り　●パステルアートで万華鏡
つくり　●季節の草花の寄せ植え…3種・5種　●ミニ
サンキャッチャー　●ゆらゆらピア
スまたはイヤリング　●きらきらデ
コリール　●ドイツのアンティーク
生地を使ったキーホルダー　●ヨガ　
●ポスチュアウォーキング　
※都合により内容の変更あり
対象　5歳以上　
※体験内容により
異なります。保護
者の同伴が必要な
ものあり
材料費
500円～1,500円

■手縫いで口バネポーチ作りに挑戦!!
日時　7月28日㈫ 午前10時～正午
対象　小学3年生以上　
定員　15人(先着順)
講師　手作り同好会のみなさん
材料費　150円
申込　7月6日㈪以降に電話、FAXで

■府立佐野工科高等学校　～ものづくり自由研究フェア～
日時　7月18日㈯・19日㈰ 午前10時～午後4時　
場所　いこらも～る泉佐野 1階ホール
内容　●製作実習…羊の毛で羊を作ろう、ねじフィギア、
木工ミニチュアだんじり、メッセージ入り発泡入浴剤
●乗車体験…5インチ模型乗用電車
●生徒ゆかたファッションショー（19日のみ）
●作品展示…産業創造/テキスタイル系・機械系・電気系（Nゲージ電車模型展
示、3D LED表示器）、自動車部（コンバージョンＥＶカー）
●その他…学校紹介、進学相談
対象　小・中学生と保護者
問合先　府立佐野工科高等学校（☎462-2772）　※申込不要、参加無料

■泉佐野市長生会連合会 囲碁部
第7回 青少年 囲碁教室

日時　8月4日㈫～7日㈮ 
　　　午前10時～正午　
対象　中学生以下
場所・申込・問合先
社会福祉センター
（☎464-2563）
※参加無料
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夏休み子ども映画会・人形劇
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■感想文連続講座
「読書感想文の書き方講座」＆「読書感想文自主学習会」
開催日・内容　
●8月6日㈭・読書感想文の書き方・簡単な練習問題を説明します
●8月7日㈮・各自読書感想文を完成させることを目標にします
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館２階視聴覚室
コース・時間
●小学2・3年生…午後1時30分～3時
●小学4～6年生…午後3時～4時30分
対象　次のすべてに該当する人　●市内在住の小学生　●6日に
必ず参加できる人（6日のみ参加可、7日のみ参加不可）　●受講
日までに読書感想文を書く予定の本をすべて読み終えている人
で、図書館が配布する感想文を完成させるための指定記入用紙を
5日までに書くことができる人
定員　各20人（先着順）　教材費　100円
持ち物　筆記用具、感想文を書く予定の本、指定された原稿用紙、
図書館が配布した感想文記入用紙を完成させたもの
申込・問合先　7月8日㈬ 午前9時以降に電話でレイクアルスター
プラザ・カワサキ中央図書館（☎469-7130）へ。教材費の納入・
キャンセルは7月25日㈯まで

■子ども将棋教室（全4回）　
　将棋は脳の活性化にも良いし、ゲームに無い楽しみ
があります。
日時　7月29日㈬～8月1日㈯ 午前10時～11時30分
対象　小・中学生（駒の動かし方を理解している人）
定員　16人（先着順）
講師　長南公民館将棋クラブ生　　
申込　7月7日㈫以降に電話、FAXで。キャンセルは7
月18日㈯まで　※受講無料　

■子どもマジック教室
日時　7月29日㈬ 午後1時～3時
対象　小学生
定員　16人（先着順）
講師　泉佐野マジック同好会のみなさん　　
持ち物　はさみ
申込　7月8日㈬以降に電話、FAXで。キャンセルは7
月24日㈮まで
※受講無料

■子どもパン作り教室　～顔パン作り～
開催日　7月24日㈮
時間　①午前9時30分～正午 ②午後1時～3時
対象　小学生
定員　各16人（先着順）
講師　木村明美さん（長南公民館登録クラブ講師）　
材料費　600円
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん、持ち帰り用容器（約
30㎝の箱）
申込　①は7月8日㈬、②は7月9
日㈭の午前9時以降に電話、FAX
で。材料費の納入・キャンセル
は7月18日㈯まで　
※窓口での受付不可。友達・グ
ループでの申込不可

■大木小学校サマースクール
　小規模特認校として市内全域から児童を
募集している大木小学校では、川遊びや飯
ごう炊さんなどで、大木の自然を体験する
「サマースクール」を開催します。
 日時　7月18日㈯ 午前9時～午後1時
場所　大木小学校
対象　本校に転・入学を検討している市内の小
学生以下の子どもと保護者
定員　30組（申込多数の場合は抽選）
参加費　1人500円（昼食代・傷害保険料含
む）
申込・問合先　7月8日㈬（必着）までに、
往復ハガキの往信用に住所、子どもの氏名・
年齢、保護者の氏名・年齢、連絡先を、返信
用に住所、保護者の氏名を記入し、〠598-
0023 大木1443 大木小学校「サマースクー
ル」係（☎459-7
344 Fax459-734
6）へ
※学校見学・説
明会は10月18日
㈰に開催予定で
す。

▲けんけつちゃん

■緑の大切さを学ぼう！　
～森林学習・間伐体験～

　泉佐野市には豊かな自然があります。身
近にある「緑の大切さ」を体験活動を通じ
て共に学びませんか？
日時　8月23日㈰ 午前8時45分～午後3時
場所　新滝ノ池、稲倉野外活動センター
集合・解散場所　市役所 正面玄関
内容　間伐体験、木工クラフト、カレー作り
対象　市内在住の小学4～6年生　
※保護者の参加も歓迎
定員　45人（先着順）
申込・問合先　7月31日㈮までに泉佐野緑
の少年団事務局（農林水産課内）へ
※参加無料
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■大土地区福祉委員会
第12回 親子ふれあい木工交流会
　自然いっぱいの中で木材、
竹などを使って作る喜びと、
親子の絆を一層深めていただ
くことを目的に開催します。
※雨天決行
日時　8月23日㈰ 
　　　午前10時～午後2時
場所　大木小学校 駐車場
対象　市内在住の小学生と保
護者
定員　30組（先着順）
参加費　小学生300円、大人
500円、幼児無料（昼食代・傷
害保険料含む）
持ち物　軍手
主催　大土地区福祉委員会
申込　8月10日㈪までに泉佐野
市社会福祉協議会（☎464-225
9）へ

■第20回
献血おもしろゼミナール
　夏休みの宿題「自由研究」に
ぴったりの見学会です。
開催日　8月3日㈪・5日㈬・7
日㈮ 
時間　●午前10時～正午
　　　●午後2時～4時
対象　小学生（主に3～6年生）
と保護者
定員　各90人
場所・申込・問合先　7月21日
㈫～24日㈮の午前9時～午後5
時に電話で大阪府赤十字血液セ

ンター（大阪市
城東区森之宮2丁
目4-43 フリーダ
イヤル 0120-
202-676）へ　
※参加無料

長南公民館 ☎465-0786 Fax465-1103
受付　午前9時～午後5時15分（月曜日、7月21日㈫除く）
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問合先　新関西国際空港㈱ 広報グループ（☎455-2201）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

■関西国際空港からの
国際線のフライトがますます充実！

　関西国際空港からのアジア方面各国への国際線のフライ
トが増え、ますます充実します！
　まず、韓国方面について、ティーウェイ航空(TW)が7月
1日㈬より、関西＝大邱線を週2便増便し、既存便とあわ
せて週7便のデイリー運航となります。次に中国方面につ
いては、まず、深セン航空(ZH)が、7月1日㈬より関西＝
北京線を週7便で就航します。グループ会社である中国国
際航空(CA)の関西＝北京線と組み合わせてご利用いただ
くことも可能で、北京への渡航がますます便利になります。
また、中国国際航空（CA）も7月1日㈬より関西＝杭州線
を週3便で就航します。
　さらに、東南アジア方面について、中長距離路線の格安
航空会社（LCC）のスクート(TZ)が、7月8日㈬より関西
＝バンコク＝シンガポール線を、翌9日㈭より関西＝高雄
＝シンガポール線をそれぞれ週3便で新規就航、フィリピ
ン航空（PR）が7月18日㈯より関西＝セブ線を週3便増便
し、既存便とあわせて週7便のデイリー運航となります。
　2015年夏休みは、ぞくぞくと増便し、ますます便利に
なる関西空港の国際線をぜひご利用ください！
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Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
Ｓ
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副
市
長
に
八
島
弘
之
氏

　

泉
佐
野
市
議
会
は
、
空
席
で
あ
っ

た
二
人
目
の
副
市
長
に
八
島
弘
之
氏

（
58
歳
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

八
島
氏
は
、
昭
和
54
年
に
本
市
職

員
と
な
り
、
介
護
保
険
課
長
、
こ
ど

も
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
６
月
１
日

付
け
で
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

※
任
期
は

４
年
間

問
合
先　

秘
書
課

備
え
は
万
全
で
す
か
？

大
雨
・
集
中
豪
雨
の
季
節
で
す

　

本
格
的
な
梅
雨
の
時
季
に
は
、
長

雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
広
島
県
で
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
で
多
数
の
方
が
亡
く
な
る
な

ど
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

特
に
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
地

球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
影
響
で
、
こ
こ
数
年
発
生
し
や

す
く
な
っ
て
お
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

呼
ば
れ
る
突
発
的
に
起
こ
る
局
地
的

な
大
雨
も
発
生
し
、
河
川
の
氾
濫
、

家
屋
の
浸
水
、
土
砂
災
害
や
行
方
不

明
者
な
ど
の
被
害
を
各
地
に
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

他
人
事
と
は
考
え
ず
、
大
雨
に
よ

る
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
自
分
自
身
や

家
族
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
最
新
の

気
象
情
報
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る

●
側
溝
や
排
水
路

を
掃
除
し
、
水
は

け
を
よ
く
し
て
お
く

●
災
害
時
の
避
難
に
備
え
必
要
な
も

の
を
準
備
し
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る

よ
う
に
し
て
お
く
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７
月
は
河
川
愛
護
月
間

　

川
や
水
路
は
私
た
ち
に
憩
い
と
潤

い
を
与
え
て
く
れ
る
ほ
か
、
生
活
を

水
害
か
ら
守
る
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
「
ポ
イ
捨
て
」
や
「
不
法
投
棄
」

は
、
ご
み
が
直
接
流
れ
込
ん
で
海
を

汚
染
し
た
り
、
雨
水
管
の
取
込
口
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
た
ま
っ
て
通
水
を
阻

害
し
、
新
た
な
浸
水
を
引
き
起
こ
し

た
り
す
る
た
め
、
河
川
環
境
の
良
好

な
維
持
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

川
は
み
ん
な
の
共
有
財
産
で
す
。
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
清
掃
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

川
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く
保
ち
、
汚
さ

な
い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
私
た

ち
が
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
し
な

い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
は
、
不
法
投
棄
し
た

人
に
は
、「
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

下
水
道
整
備
課
、
環
境
衛

生
課

●
避
難
所
開
設
予
定
場
所
を
事
前
に

確
認
し
て
お
き
、
危
険
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
避
難
す
る

●
避
難
時
に
は
増
水
し
た
河
川
な
ど

に
は
近
づ
か
な
い

●
雨
が
降
り
出
し
た
ら
土
砂
災
害
警

戒
情
報
に
注
意
す
る
（
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９ 

Fax

４
６
０
・
２
１
１
９
）

上
級
救
命
講
習
会

　

上
級
救
命
講
習
会
と
は
、
応
急
手

当
の
重
要
性
か
ら
始
ま
り
、
成
人
・

小
児
・
乳
児
・
新
生
児
を
対
象
と
し

た
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
基
本

的
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
・

異
物
除
去
法
・
止
血
法
）
お
よ
び
そ

の
他
の
応
急
手
当
（
傷
病
者
の
管
理

法
・
外
傷
の
手
当
要
領
・
搬
送
法
）

と
効
果
測
定
（
実
技
お
よ
び
筆
記
）

を
含
ん
だ
８
時
間
の
講
習
会
で
す
。

日
時　

７
月
31
日
㈮ 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
う
ち
休
憩
１
時
間
）

場
所　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

５

階 

研
修
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

人
工
呼
吸
用
携
帯
マ
ス
ク
代２

０
０
円

申
込
・
問
合
先　

７
月
8
日
㈬
〜
30

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
泉
州
南
広
域
消
防

本
部
警
備
課
（
☎
４
６
２・
１
０
８
０ 

Fax
４
６
０・
２
１
１
９
）
へ

※
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

火災・救急・救助は
～局番なしの☎119番～

携帯電話からも…
局番なしの☎119番

医療機関照会・救急医療相談
救急安心センターおおさか

　☎♯7119
※つながらない場合は

☎06-6582-7119 へ
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生
活
排
水
を
き
れ
い
に

　

川
な
ど
の
水
が
汚
れ
る
原
因
の
約

８
割
が
、
生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で

す
。
府
で
は
生
活
排
水
を
で
き
る
だ

け
き
れ
い
に
し
て
か
ら
流
す
取
組
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き

る
小
さ
な
取
組
の
積
み
重
ね
が
、
大

き
な
効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
み
を
な
く
そ
う
。

水
を
き
れ
い
に
！

　

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
や
再
利
用

な
ど
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
が
図
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、依
然
と
し
て
、

街
中
や
河
川
敷
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
生
活
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
降
雨
な
ど

に
よ
り
河
川
や
海
に
流
入
し
、
様
々

な
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
船
舶
の
航
行
や
漁
業
活
動
の
障

害
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
で
は
「
ご
み
を
な
く
そ
う
。
水

を
き
れ
い
に
！
」
を
合
言
葉
に
、６
・

７
月
の
２
ヵ
月
に
わ
た
り
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

府 

水
産
課 

企
画
・
豊
か

な
海
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
06
・
６
２
１
０
・
９
６
０
９

Fax 

06
・
６
２
１
０
・
９
６
１
１

【
台
所
で
は
】

●
食
べ
き
れ
る
分
、
飲
み
き
れ
る
分

を
心
掛
け
、
残
り
物
を
流
さ
な
い

●
油
は
使
い
切
り
、
や
む
を
得
ず
捨

て
る
場
合
は
古
新
聞
な
ど
に
し
み
込

ま
せ
て
、
燃
え
る
ご
み
で
捨
て
る

●
食
器
や
鍋
は
汚
れ
を
紙
な
ど
で
拭

き
取
る
か
、
ヘ
ラ
で
か
き
取
っ
て
か

ら
洗
い
、
洗
剤
を
使
い
過
ぎ
な
い

●
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
が
流
れ
な

い
よ
う
に
、
水
切
り
袋
な
ど
を
使
う 

●
米
の
と
ぎ
汁
は
流
さ
ず
、
植
木
の

水
や
り
な
ど
に
利
用
す
る

【
ト
イ
レ
、
お
風
呂
、
洗
濯
で
は
】

●
使
用
後
こ
ま
め
に
掃
除
す
る

●
石
け
ん
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

リ
ン
ス
な
ど
は
適
量
だ
け
を
使
う

●
髪
の
毛
が
流
れ
な
い
よ
う
、
排
水

口
に
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト
を
張
る

●
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に
利
用
す

る
（
衛
生
上
、す
す
ぎ
は
水
道
水
で
）

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
生
活
排
水
対
策
に
関
す

る
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.osaka.jp/kankyohoz

en/sei-hai/

）
で

平成27年度 臨時福祉給付金
　消費税率の引き上げに伴い、所得の低い人への負担を緩和するため支給さ
れます。支給の可能性のある人には8月初めに個別通知（申請書）を送ります。
　返信用封筒を同封しますので郵送で申請してください。
支給対象者　1月1日現在、泉佐野市に住民登録がある人で、平成27年度の
市民税が課税されていない人
※課税されている人に扶養されている人、生活保護受給者などは対象外
支給額　支給対象者1人につき6,000円
申請期間　8月3日～来年1月29日
担当課　障害福祉総務課
問合せ専用電話　☎0570-666-371 Fax463-8600

市民課窓口業務などの一部委託が始まります
　市民課窓口での繁忙期の混雑を解消し、質の高い安定した、より快適な市
民サービスを提供するために、7月から専門的知識と経験を有する民間事業
者への窓口などの一部業務委託を開始します。
　なお、委託する民間事業者は、個人情報を厳正に取り扱
うことについて公的に認証されるプライバシーマークを
有する、富士ゼロックスシステムサービス㈱が公募型プロ
ポーザルで選定されました。
問合先　市民課

JR阪和線

東佐野駅

至大阪→←至和歌山

市
道
新
家
七
山
線

一
般
競
争
入
札
に
よ
る

条
件
付
市
有
地
売
却

　

市
有
地
（
た
め
池
）
を
条
件
付
で

売
却
し
ま
す
。
入
札
参
加
に
は
事
前

に
申
込
が
必
要
で
す
。

所
在
地　

泉
ケ
丘
４
丁
目
６
２
２
番

１
（
庄
八
池
）

面
積　

４
，
０
８
７
．
２
６
㎡

申
込
・
問
合
先　

８
月
３
日
㈪
〜
７

日
㈮
に
総
務
課
へ

放
置
フ
ン
対
策

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦

　

放
置
フ
ン
対
策
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
作
戦
」
を
、
各
地
域
の
み
な
さ

ん
で
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

カ
ー
ド
を
は
じ
め
活
動
に
必
要
な
材

料
な
ど
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担

当
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

広報いずみさの 平成27年7月号7

職
員
食
堂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
役
所
地
下
の
職
員
食
堂
は
職
員

以
外
も
利
用
で
き
ま
す
。
ご
来
庁
の

際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー　

日
替
わ
り
定
食
、麺
類
、

丼
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど

値
段　

２
１
０
〜
５
２
０
円

営
業
日　

市
役
所
開
庁
日
と
同
じ

営
業
時
間

●
食
事　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

●
喫
茶　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

問
合
先　

泉
佐
野
市
職
員
共
済
会
事

務
局
（
人
事
課
内
）
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平成27年度入札参加資格登録審査申請追加受付
　市内業者（市内に本店を設けている法人、または印
鑑証明書の住所を市内に有する個人）を対象に、市役
所、上下水道局、泉佐野市田尻町清掃施設組合、泉州
南消防組合共通の追加受付をします。　
※市外業者の受付はありません。

　新規・再登録のみの受付です。登録済業種の変更は
できません。
※総務課ホームページの入札・契約情報（http://www.
city.izumisano.lg.jp/kakuka/somu/somu/menu/
nyusatukeiyaku/）には発注予定や入札結果など、入札・
契約に関する重要なお知らせも掲載しています。

受付する業務

●建設工事
●測量・建設コンサルタント等
●物品供給等
●役務提供等(清掃・警備、その他委託業務)

登録の有効期間 平成27年10月1日～平成28年3月31日

申請書の配布

7月1日㈬～8月7日㈮（土・日曜日、祝日
除く）に、総務課ホームページ（入札・契
約情報）からダウンロードするか、総務課
窓口で配布するものを入手してください。

申請・問合先

8月3日㈪～ 7日㈮（土・日曜日除く）の
午前10時～午後4時（正午～午後1時除く）
に申請書など必要書類を持参し、総務課
（☎463-1212 Fax458-1187）へ　
※受付期間厳守

市
役
所
本
庁
舎
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
し
ま
す

 　

本
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化

の
進
ん
で
い
る
１
階
の
改
修
工
事
や
外

壁
改
修
工
事
な
ど
を
併
せ
て
行
い
ま

す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
一
部
駐
車
場
の
閉

鎖
（
下
図
参
照
）、
騒
音
の
発
生
や
工

事
車
両
の
出
入
お
よ
び
庁
舎
出
入
口
の

変
更
な
ど
、
来
庁
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

総
務
課

※
工
事
期
間
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市 場 消 防 署駐 車 場

駐 車 場

本 庁 舎

閉 鎖 部 分

 2年前の７月、モンゴル国トゥブ県と泉佐野市との間で友好交流
に関する覚書を締結し、その後、様々な交流事業を実施してきま
した。この覚書に基づき、泉佐野市との友好交流を深めるために
毎年、バヤルバト県知事をはじめとするトゥブ県友好訪問団のみ
なさんが泉佐野市を訪れています。
　トゥブ県には41人の県会議員がおり、そのうち8人が知事と昨
年3月に泉佐野市を訪問しました。また、今年5月には知事と7人
の県会議員が泉佐野市を訪問し、市役所への表敬訪問、泉佐野市

内の視察、関空マリーナから
の体験乗船などに参加し、帰
国されました。　
　今年5月の訪問団のみなさんは、いままで外国へ行った経験はあ りまし
たが、知事以外は、泉佐野市に来るのが初めてでした。
　また、「やはり日本はほかの国と比べて違いますね。おもてなし、お互
いを尊敬するところ、仕事のやりかた、時間を守るところ、親切さ、その
うえ街づくり、すべてにおいてほかの国より優れています。でも一番驚い
たのは、どこへ行ってもトイレがきれいなところです。」と感想を語って
いました。
　泉佐野市の特徴は関空があること。訪問団のみなさんは関空マリーナか
ら船で関空の近くまで行き、飛行機の着陸を下から見て子どものように喜
んでいました。▲表敬訪問で握手する市長と知事

広　

告

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ 広報いずみさの 平成27年7月号 8
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■
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
（
水
色
）
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
（
橙
色
）
は
７
月

中
に
送
付
し
、
届
い
た
日
か
ら
使
用

で
き
ま
す
。

■
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
納
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

納
付
方
法

●
特
別
徴
収
…
年
金
か
ら
の
天
引
き

●
普
通
徴
収
…
７
月
〜
翌
年
３
月
の

各
納
期
限
（
全
納
の
場
合
は
７
月
31

日
）ま
で
に
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

■
保
険
料
の
軽
減

①
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
下
表
の

通
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
基
礎
控
除
額
な
ど
は
、
税
法
改
正

な
ど
で
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
軽
減
を
判
断
す
る
「
総
所
得
金
額

等
」
に
は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所

得
の
特
別
控
除
に
係
る
部
分
の
税
法

上
の
規
定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
国
民
健
康
保
険
と
同
様
に
、
年
金

収
入
に
つ
き
公
的
年
金
等
控
除
を
受

け
た
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
は
、

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
金
額
か
ら

15
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い
場
合

で
も
、
そ
の
世
帯
主
の
所
得
が
軽
減

判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
お
い
て
、
勤
務
先
の
健
康

保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
所
得
割
額

は
課
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
被
保

険
者
の
所
得
が
58
万
円
以
下
（
年
金

収
入
の
み
の
場
合
は
、
そ
の
収
入
が

２
１
１
万
円
以
下
）
の
人
は
、
所
得

割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

所 得 の 判 定 区 分 軽減
割合

均 等 割
額（年額）

①下欄②に属する人で、世帯の被保
険者全員の年金収入が80万円以下
で、その他各種所得が０円

9割 5,260
円

②世帯（同一世帯内の被保険者と世
帯主）の総所得金額等が33万円以下

8.5
割
7,891
円

③世帯（同一世帯内の被保険者と世
帯主）の総所得金額等が（33万円＋
26万円×被保険者数）以下

5割 26,303円

④世帯（同一世帯内の被保険者と世
帯主）の総所得金額等が（33万円＋
47万円×被保険者数）以下

2割 42,085円

対　象 負担
割合

自己負担限度額（月額）
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者（＊1） 3割 44,400円 80,100円＋（医療費ー267,000円）×１％（＊2）
一　般

1割
12,000円 44,400円

低所得Ⅱ（住民税非課税世帯） 8,000円 24,600円
低所得Ⅰ（＊3） 15,000円

※月の途中で75歳になる人は半額となります。
（＊1）同一世帯に課税標準額（地方税法上の各種控除後の所得）145万円以上の被
保険者がいる人（ただし、所得などの条件により、一般になる場合もあります）
（＊2）過去12ヵ月に3回以上該当した場合、４回目以降は44,400円
（＊3）住民税非課税世帯に属し、世帯員全員の各所得が0円（公的年金控除は80万円とし
て計算）である人または、住民税非課税世帯に属する老齢福祉年金を受給している被保険者

世帯の
課税状況 対　象 標準負担額（1食あたり）

課税 現役並み所得者 260円一　般

非課税
低所得Ⅱ

（住民税非課税世帯）
210円 過去12ヵ月の入院日数が90日以内
160円
（＊4）

過去12ヵ月の入院日
数が90日を超える

低所得Ⅰ 100円

世帯の
課税状況 対　象 食　費

（1食あたり）
住　居　費
（1日あたり）

課税 現役並み所得者 460円（＊5）

320円
一　般

非課税
低所得Ⅱ（住民税非課税世帯） 210円
　低所得Ⅰ 130円
老齢福祉年金受給者 100円 0円

（＊5）管理栄養士または栄養士により栄養管理が行われてい
るなどの場合。それ以外の場合は420円の自己負担です。

（表2）入院時の食事代

（表3）療養病床に入院時の食事・住居費

（＊4）適用を受けるためには、窓口での手続きが必要

■
療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き

　

食
費
と
居
住
費
の
一
部
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。（
表
３
）

　

た
だ
し
、
入
院
医
療
の
必
要
性
が

高
い
人
は
表
２
の
「
入
院
時
の
食
事

代
」
の
み
負
担
と
な
り
ま
す
。

（表1）一部負担金の割合・自己負担限度額

■
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
の
医
療

費
・
食
事
代

　

低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人

が
申
請
す
る
と
、
医
療
費
や
食
事
代

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
減
額
さ
れ

る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
た
に
該
当
す
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
表
１
・
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
保
険
料
…
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
２
８
、
健
康

診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
…
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課

■
基
準
収
入
額
適
用
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
「
現

役
並
み
所
得
者
」
は
、
申
請
す
る
と

「
一
般
」（
１
割
負
担
）
に
な
り
ま
す
。

（
表
１
）

【
同
一
世
帯
内
で

被
保
険
者
が
１
人
の
場
合
】

●
被
保
険
者
の
収
入
額
が
３
８
３
万

円
未
満 

　

現
在
使
用
し
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す
。
引
き

続
き
対
象
に
な
る
人
に
は
、
自
動
的

に
新
し
い
認
定
証
を
送
り
ま
す
。

●
被
保
険
者
の
収
入
額
が
３
８
３
万

円
以
上
で
、
被
保
険
者
本
人
お
よ
び

同
一
世
帯
に
属
す
る
70
〜
74
歳
の
人

の
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

【
同
一
世
帯
内
で

被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合
】

●
被
保
険
者
の
収
入
合
計
額
が
５
２

０
万
円
未
満
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介
護
保
険

問
合
先　

高
齢
介
護
課

７
月
に
送
付
し
ま
す

第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書

　

介
護
保
険
の
運
営
状
況
の
見
直
し

に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
量

の
増
加
や
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担

率
の
変
更
に
よ
り
、
平
成
27
〜
29
年

度
の
介
護
保
険
料
額
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。（
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
）の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

4
月
1
日
現
在
の
世
帯
を
基
準
に
、

昨
年
中
の
合
計
所
得
金
額
や
住
民
税

課
税
・
非
課
税
の
状
況
を
も
と
に
決

定
し
、
7
月
初
旬
に
各
個
人
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
納
付

　

介
護
保
険
料
は
７
月
に
決
定
す
る

た
め
、
4
〜
6
月
を
仮
徴
収
期
間
と

い
い
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座

振
替
で
の
納
付
）
の
場
合
は
前
年
度

最
終
時
点
の
所
得
段
階
に
応
じ
た
金

額
を
、
ま
た
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
）
の
場
合
は
2
月
の
介

護
保
険
料
額
と
同
額
を
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
仮
徴
収
期
間
の
介
護

保
険
料
額
と
、
7
月
に
送
付
す
る
介

護
保
険
料
決
定
通
知
書
に
記
載
の
介

護
保
険
料
額
（
年
間
保
険
料
額
）
と

の
差
額
を
７
月
か
ら
来
年
3
月
に
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、保
険
料
額
の
改
定
に
伴
い
、

昨
年
中
の
収
入
金
額
や
本
人
お
よ
び

世
帯
の
住
民
税
課
税
・
非
課
税
の
状

況
が
前
年
度
と
同
じ
場
合
で
も
、
年

間
保
険
料
額
の
上
昇
に
よ
り
、
7
月

以
降
の
納
付
額
が
変
更
と
な
り
ま

す
。（
通
知
書
に
は
変
更
後
の
金
額

を
記
載
し
て
い
ま
す
。）

■
介
護
保
険
料
の
減
免
な
ど

　

災
害
な
ど
で
一
時
的
に
収
入
が
減

少
し
た
た
め
保
険
料
が
納
付
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
保
険
料
の

徴
収
猶
予
や
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世

帯
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

除
く
）
で
、
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
場
合
は
、
介
護
保
険
料
の
一

部
を
減
額
し
ま
す
。

条
件　

●
被
保
険
者
の
所
得
段
階
が

第
２
段
階
以
上
で
、
世
帯
全
員
の
年

間
収
入
合
計
額
が
基
準
額
（
１
人
世

帯
１
０
８
万
円
、
２
人
世
帯
以
上
は

世
帯
員
１
人
に
つ
き
54
万
円
を
加

算
）
以
下
で
あ
る

●
だ
れ
か
ら
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

●
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

●
世
帯
全
員
の
預
貯
金
、
国
債
、
地
方

債
、
そ
の
他
金
融
資
産
の
元
本
の
合
計

金
額
が
３
５
０
万
円
を
超
え
な
い

■
保
険
料
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合

に
、
本
来
納
付
す
る
保
険
料
額
に
加

え
、
督
促
手
数
料
（
80
円
）
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
介
護
認
定
を
受
け
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
を
保
つ
た

め
、
納
付
し
て
い
な
い
期
間
に
応
じ
た

「
給
付
制
限
」
措
置
を
行
う
こ
と
に
な

り
、1
割
負
担
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な

い
期
間
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
保
険
料
の

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収
で
納
付
す
る
人
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
付

の
た
び
に
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要

が
な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　

家
族
の
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。

●
被
保
険
者
に
介
護
保
険
料
の
滞
納

が
な
い

減
免
内
容　

申
請
月
以
降
の
介
護
保

険
料
を
１
段
階
下
の
所
得
段
階
保
険

料
額
に
減
額
（
申
請
が
８
月
以
降
の

場
合
は
月
割
計
算
）

※
減
免
に
は
、
申
請
書
や
資
産
調
査

の
承
諾
書
（
家
族
全
員
分
）
な
ど
の

提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
対
象
者
除
く
）
に
「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
８
月
〜
来
年
７
月
31
日
に
有

効
な
高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月
中
に

送
付
し
ま
す
（
更
新
手
続
き
不
要
）。

※
来
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な

る
人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で 

有
効

限
度
額
適
用
認
定
証

　

対
象
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

申
請
す
る
と「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

（
住
民
税
非
課
税
の
国
保
世
帯
に
属

し
て
い
る
人
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
認
定
証
を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
と
、一
医
療
機
関
（
入
院
・

外
来
・
歯
科
は
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
）

で
の
一
月
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
末
で
す
。
８
月
以
降

も
必
要
な
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が

必
要
で
す
。
更
新
の
手
続
き
は
７
月

６
日
㈪
以
降
に
受
け
付
け
ま
す
。

国
保
若
年
者
基
本
健
診

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

15
歳
以
上
40
歳
未
満
の
泉
佐

野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

自
己
負
担
金　

１
，
０
０
０
円

申
込　

７
月
21
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
に
専
用
受
付
（ 　

０
１
２

０
・
９
６
６・７
３
４
）
へ

国
民
健
康
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

夜
間
納
付
相
談

　

保
険
料
の
納
付
お
よ
び
納
付
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
3
木
曜
日
（
祝
日
除

く
） 

午
後
5
時
30
分
〜
8
時

場
所　

国
保
年
金
課　

実
施
日

受
付
時
間

８
月

28
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
１
時
50
分

午
後
２
時
〜
２
時
20
分

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分

31
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分

午
前
10
時
〜
10
時
20
分

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の
対
象
者
除
く
）

●
70
歳
未
満　

●
70
歳
以
上
で
住
民
税

非
課
税
の
国
保
世
帯
に
属
し
て
い
る 

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課
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国
民
年
金
保
険
料

申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
の

申
請
受
付

　

所
得
基
準
の
審
査
に
基
づ
き
承
認

さ
れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
「
全
額
免
除
・
全
額
猶
予
」「
一

部
免
除
（
一
部
納
付
）」
さ
れ
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
が
、
前
回

申
請
時
に
翌
年
度
以
降
の
継
続
申
請

を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
人
は
不
要

■
対
象

対
象
期
間　

７
月
〜
来
年
６
月
分

※
過
去
2
年
間
に
免
除
し
忘
れ
て
い

る
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間

に
つ
い
て
も
申
請
で
き
ま
す
。

所
得
審
査
対
象　

申
請
者
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
（
納
付
猶
予
の
場
合

は
本
人
、
配
偶
者
の
み
）

■
申
請
方
法

受
付　

７
月
１
日
㈬
以
降
に
、
市
役

所
１
階 

１
０
１
会
議
室
（
７
月
21

日
㈫
以
降
は
国
保
年
金
課
）
で

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
・
印
鑑（
本

人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

※
審
査
対
象
者
が
今
年
１
月
１
日
現

在
市
内
在
住
で
な
い
人
や
、
失
業
を

理
由
と
す
る
人
は
別
に
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。　

■
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

●
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎

年
金
の
納
付
要
件
に
対
応
し
ま
す
。

●
年
金
額
算
定
の
際
、
申
請
免
除
の

場
合
は
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合

と
比
べ
、
次
の
表
の
計
算
に
な
り
ま

す
。（
納
付
猶
予
の
場
合
は
年
金
額

の
計
算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

※
一
部
納
付
額
が
未
納
の
ま
ま
の
場

合
、
一
部
免
除
も
無
効
（
未
納
と
同

じ
）
に
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
追
納

　

免
除（
一
部
免
除
は
納
付
済
期
間
）・

納
付
猶
予
承
認
期
間
の
保
険
料
は
承

認
を
受
け
た
月
以
降
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
追
納
（
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
）
が
で
き
ま
す
。

※
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
承
認
を
受
け
た

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

種　　　類 年金額

　全額免除 1/2

一
部
免
除

4分の１納付
（一部納付額

3,900円）
5/8

2分の１納付
（一部納付額

7,800円）
3/4

4分の3納付
（一部納付額

11,690円）
7/8

介護保険制度が変わります　～平成27年8月改正分～
問合先　高齢介護課

■サービス利用時の自己負担割合が変わります
　一定以上の所得がある65歳以上の被保険者は2割負担、それ以外は1割負担のままです。要介護（要支援）
認定を受けている人全員に、介護サービスを利用した際の利用者負担割合を記載した「介護保険負担割合証」
 を7月末頃に送付します。有効期間は当該年度の8月1日から翌年度の7月31日までです。
※「一定以上の所得」がある人…次の①②両方に当てはまる人
①本人の合計所得金額が160万円以上
②同一世帯の65歳以上の人（第1号被保険者）の年金収入＋その他の合計所得金額が、単身世帯で280万円以上、
2人以上世帯で346万円以上
■特定入所者介護（予防）サービス費の支給要件が変更されます
　介護保険で施設サービスを利用した場合、住民税非課税世帯の利用者は、申請により食費・居住費（滞在費）
を補助（支給）しています。今回の改正により、預貯金等が単身の場合1,000万円、夫婦の場合2,000万円を
超える場合は対象になりません。また、世帯分離している配偶者が住民税課税者の場合も対象になりません。

■高額介護（介護予防）サービス費の上限額が変わります
　同じ月に利用した介護サービスの利用者負担の合計が一定額（利
用者負担上限額）を超えたときは、申請により超えた分が後から「高
額介護（介護予防）サービス費」として支給されています。今回の
改正では「現役並み所得者」の区分が新設されました（左表参照）。
課税所得145万円以上の第1号被保険者が同一世帯にいる人が対象
となります。ただし、「現役並み所得者」の区分に該当した場合でも、
同一世帯内にいる第1号被保険者の収入の合計が520万円（世帯内
の第1号被保険者が本人1人のみの場合は383万円）に満たない場合
は、申請により「一般世帯」の区分となります。

利用者段階区分 利用者負担上限額
現役並み所得者（＊1） 世帯：44,400円

一　般 世帯：37,200円
住民税世帯非課税 世帯：24,600円

（＊2） 個人：15,000円
生活保護の受給者等 15,000円

（＊1）新設されます
（＊2）合計所得金額および課税年金収入
額の合計が80万円以下の人、または老齢
福祉年金の受給者

所得段階 金額
第1段階 2,000円
第2段階 6,000円
第3段階 6,000円
第4段階 7,000円
第5段階 8,000円
第6段階 8,000円
第7段階 12,000円

高
齢
者
生
活
支
援
事
業

　

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
高

齢
者
の
経
済
的
負
担
が
増
加
す
る
な

か
、
65
歳
以
上
高
齢
者
（
生
活
保
護

受
給
者
除
く
）
の
生
活
を
少
し
で
も

支
援
す
る
た
め
に
「
泉
佐
野
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
ま
た
は
「
泉
佐
野
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
購
入
ク
ー
ポ
ン

券
」(

割
引
券)

を
７
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
。

【
泉
佐
野
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
配

布
】

対
象
者　

介
護
保
険
料
所
得
段
階
の

第
１
〜
７
段
階
の
被
保
険
者　
　

配
布
額

【
泉
佐
野
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
購
入

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
】

対
象
者　

介
護
保
険
料
所
得
段
階
の

第
８
〜
15
段
階
の
被
保
険
者

配
布
数　

１
人
当
た
り
５
枚

※
泉
佐
野
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
売

り
切
れ
の
場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
介
護
保

険
所
得
段
階
の
区
分
は
平
成
27
年
度

介
護
保
険
料
決
定
通
知
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

国
民
年
金

問
合
先　

国
保
年
金
課

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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税問
合
先　

税
務
課

市
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

７
月
31
日
㈮
は
固
定
資
産
税
第
２

期
分
の
納
期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
・
市
府
民
税

第
１
期
分
、
軽
自
動
車
税
全
期
分
の

納
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限
内
に
納
め
な
い
と
…

　

督
促
状
（
１
通
80
円
の
手
数
料
を

徴
収
）
に
よ
り
納
付
を
促
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
い
と
き
は
、
本
来
納
め
る
べ
き
税

額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、

負
担
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
納
税
者
と

の
公
平
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
収
入

を
確
保
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
滞

納
し
て
い
る
人
の
財
産
（
不
動
産
、

給
与
、
預
貯
金
な
ど
）
す
べ
て
を
調

査
・
差
し
押
さ
え
し
、
換
価
（
公
売
・

取
立
）
す
る
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

滞納処分の状況（件） 

処分内容 平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

差
押

不動産 78 59 57
預貯金
など債権 425 533 473

交付要求 198 148 150
抵当権の設定 0 0 8

公
売
不動産 6 4 1
動　産 24 35 28

■
税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
税
局
や
税
務
職
員
を
名
乗
る
者

か
ら
電
話
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、
年
齢
や

家
族
構
成
、
年
金
の
受
給
状
況
、
預

金
残
高
や
口
座
情
報
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
詐
欺
事
件

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

即
答
を
避
け
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま

た
は
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
税
務
職
員
が
納
税
者
の
み
な
さ
ん

に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合

は
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
告
書

な
ど
を
基
に
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に

確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。

■
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
予
定
納
税

　

第
１
期
分
の
納
期
限
と
振
替
納
税

日
は
平
成
27
年
７
月
31
日
㈮
で
す
。

　

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
納
期
限
前
日
ま
で
に
口
座
の
残

高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
納
税
と
は

　

前
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
に
基
づ

き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が

15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則

そ
の
3
分
の
1
相
当
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
月(

第
１
期
分)

と
11
月(

第
２

期
分)
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
分
の
予
定
納
税
基
準
額

に
つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
の

額
を
含
め
て
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
納
税
す
る
額

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、
６

月
中
旬
に
所
轄
税
務
署
か
ら
「
予
定

納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第

１
期
分
の
金
額
が
納
税
す
る
額
で

簿記教室のご案内
　個人事業者のみなさんのために、
泉佐野税務署と共催で簿記教室を開
催します。
　簿記の基礎知識から複式簿記での
記帳までを習得していただきます。
  経営の充実および青色申告特別控
除（65万円）適用のためにも、複式
簿記での記帳を学んでみませんか。
日時　8月31日㈪、9月3日㈭・7日
㈪・10日㈭・14日㈪・17日㈭ 午後
1時30分～4時（全6回）
対象　初めて簿記を学ぶ個人事業
者・事業専従者
定員　30 人（先着順）
講師　近畿税理士会泉佐野支部所属
の税理士
教材費　2,400円
申込・問合先　7月1日㈬～31日
㈮に公益社団法人 泉佐野納税協
会（泉佐野税務署隣 ☎462-0634 
Fax462-9673）へ

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
滞
納
処
分
は

最
終
手
段
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

が
お
こ
ら
な
い
よ
う
納
期
限
内
の
納

税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

す
。

　

予
定
納
税
額
お
よ
び
そ
の
計
算
の

詳
細
は
、「
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請

　

廃
業
や
休
業
ま
た
は
業
況
不
振
、

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
27
年

６
月
30
日
㈫
の
現
況
で
、
平
成
27
年

分
の
「
申
告
納
税
見
積
額
（
年
間
所

得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
も
っ
て

計
算
し
た
税
額
）」
が
、
所
轄
税
務

署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
「
予
定
納

税
基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く
な
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
予
定
納
税
の

減
額
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署
に
も

用
意
し
て
い
ま
す
）

※
平
成
27
年
分
の
申
告
納
税
見
積
額

に
つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
の

額
を
含
め
て
計
算
し
ま
す
。

　

第
１
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
申

請
を
す
る
場
合
は
、
平
成
27
年
７
月

15
日
㈬
ま
で
に
減
額
申
請
書
を
所
轄

税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所

轄
税
務
署
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て

承
認
、
一
部
承
認
ま
た
は
却
下
の
い

ず
れ
か
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
書

面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
請
・
問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１
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 泉佐野市まちづくりみんなで参加支援事業補助金
　町会・自治会は、地域のコミュニティ活動の活性化や地域の連帯を強めるために、住民同士の親
睦交流、地域社会づくり、町会加入促進などを目的とする事業を行っています。
　市では、これらの事業実施を支援するため、下記のとおり、「泉
佐野市まちづくりみんなで参加支援事業補助金制度」を制定して
います。
●対象団体…泉佐野市町会連合会に加入する町会・自治会
●対象事業…新規事業、または対象を町会未加入者へも拡充して
行われる事業
●補助金額…経費の2分の1以内の額で上限5万円
●事業年度…平成26・27年度の2ヵ年限定
　事業実施のためには、地域住民のみなさんのご理解とご協力が
必要です。
　町会・自治会活動にぜひ、ご参加ください。

問合先　市民協働課

◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：地域包括支援センター ☎464-2977 
Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談会【予約制】
第4木曜日 13:30～14:10
保健センター（☎463-6001）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00
保健センター（☎463-6001）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
　来所の場合は電話で予約してください。
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:00～15:45
泉佐野保健所（☎462-7701）

◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月・水・金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・寡婦家庭の生活相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎463-5933）
月～金曜日 9:00～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～16:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎心配ごと相談
月曜日 13:00～16:00
社会福祉センター 2階
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。
◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎464-2793）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第1・3月曜日 13:30～16:00
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
●火～金曜日 9:30～16:30
公益社団法人 泉佐野市人権協会（☎458-
7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】
●第1木曜日 10:00～12:00、13:00～16:00
●第3木曜日 13:00～16:00 
●第4木曜日 17:00～20:00 
いずみさの女性センター（☎469-7125）
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生
徒
指
導
に
つ
い
て

　

生
徒
指
導
と
は
、「
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
の
人
格
を
尊
重
し
、
個
性
の
伸

長
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
的
資
質
や
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
行

わ
れ
る
教
育
活
動
の
こ
と
（
生
徒
指
導
提
要
：
文
部
科
学
省
・
平
成
22
年
３

月
）」
で
す
。
す
な
わ
ち
、
生
徒
指
導
は
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の

人
格
の
よ
り
よ
い
発
達
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
学
校
生
活
が
す
べ
て
の
児
童

生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
で
興
味
深
く
、
充
実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
暴
力
行
為
発
生
件
数
の
急
増
や
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
増

加
傾
向
、
い
じ
め
認
知
件
数
の
解
消
率
の
低
下
な
ど
、
生
徒
指
導
上
の
課
題

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
同
様
に
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応

は
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
授
業
や
行
事
、
課
外
活
動
、
学
校
に
お
け
る
日
常
生
活
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
生
徒
指
導
の
目
標
や
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
生
徒
指
導
委
員
会
」や「
い
じ
め
対
策
委
員
会
」

「
不
登
校
対
策
委
員
会
」
な
ど
を
校
内
に
設
置
し
、
組
織
的
に
問
題
行
動
の
未

然
防
止
や
早
期
発
見
・
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、各
校
担
当
者
出
席
に
よ
る
「
生
徒
指
導
主
事
等
連
絡
会
」

や
「
生
徒
指
導
委
員
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
協
議
や
研
修
、
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
、
生
徒
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
警
察
な
ど

関
係
諸
機
関
と
の
連
携
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
専
門
家
の
活
用
な

ど
を
行
い
、
協
力
し
て
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
よ
り
よ
い
成
長
の
た
め
に
は 

、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

と
協
働
が
不
可
欠
で
す
。
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は

優
し
く
、
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
く
こ
と
が
児
童
生
徒
に
と
っ
て
の
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
泉
佐
野
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学 校 園 紹 介

問合先
学校教育課

　日根野小学校では、教育目標を「豊かな心をもち、自
ら考えすすんで行動できる子どもを育てる」とし、校訓
である5つの子ども像をめざすために、育てるべき力を次
のように考えています。
1.考える子　●自ら学び、自ら
考え、正しく判断できる力を育
てる
●友だちの立場や考えを尊重し
て、互いに伝え合う力を育てる
2.やりぬく子　●満足感や成就
感を味わわせ、最後までやりぬ
く力を育てる
3.たえる子　●心と体の健康を保つとともに、困難に立
ち向かう心を育てる

4.助け合う子　●子どもの人権
を尊重した指導に努め、思いや
りの心と支えあう力を育てる
5.はたらく子　●すすんで働
き、働くことに喜びを感じる心
を育てる
　

　いずれも社会にでて豊かに暮らすために必要な力です。
またそれぞれの育てるべき力は単独のものではなく関連
しており、例えば清掃活動一つとっても、やりぬく力や
働くことに喜びを感じる心を育てることになります。日
根野小学校では教職員が一丸となって、教科の授業だけ
ではなく道徳や特別活動、学校行事、清掃活動など、全
教育活動の中でこれらの力を育てています。
　またこれらの力は学校だけでは育てることはできませ
ん。家庭･地域から様々なご協力をいただいているおかげ
で 本校では、子どもたちは毎年しっかり力をつけてくれ
ています。今後とも家庭･地域としっかり協働しながら教
育を進めていきたいと思います。

　第三中学校では、「ニコニコサポーター」という保護者
のボランティアグループが学校のために活動してくれて
います。生徒が生活する学校の環境を整えてくれ、学校
を縁の下から支えてくれています。
これは保護者が呼びかけて集まる、
登録制でない任意のグループ活動で
す。月1回の活動日も不定期です。「行
ける時」「気が向いた時」をモットー
に参加を募っています。活動の一端
を紹介しますので、ご覧ください。

■環境美化活動
●小学生が体験入学で植えたチュー
リップのプランターを並べ草引きと
花壇柵とアーチを組み立て設置　●校
舎内倉庫の整理　●花苗植えと花壇
の手入れ（卒業式前など）　●植えた

ゴーヤの後片付け　●トイレのスリッパ交換　●正面玄
関前の掃除　●下足棟の清掃と窓ふき　●体験入学で植
えるチューリップの用意　●校舎の階段などの美化清掃
■見学　●授業風景、廊下　●耐震工事後の体育館
■交流会　●子どもから聞くことのできない学校の様子
を聞く　●学年の話題、宿泊学習、校外学習、修学旅行
などの様子を共有　●スマホ・携帯電話についての悩み、
不安などの話し合い　●読書・新聞を読む時間について
の話し合い　●防災についての情報共有　●学校教育ア
ンケートについての説明
■行事の手伝い　●三中交流会への参加、運営手伝い　
●和い輪いまつり（地域・幼小中連携のフェスタ）　●夏
ボラ（夏休み地域清掃ボランティア）　●こころ磨きトイ
レ清掃体験
　このように、学校環境が子どもにとって良くなるよう
に、楽しみながらご尽力いただいております。学校にとっ
ては、本当に心強い応援団です。

サポーターに支えられて
～第三中学校～

教育目標とめざす子ども像
～日根野小学校～
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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140☎469-7140
FaxFax469-7141469-7141
休館日休館日　月曜日　月曜日
（祝日の場合は翌日）（祝日の場合は翌日）
開館時間　開館時間　
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
235
回

「
古
事
記
・
日
本
書
紀
と
和
泉
②

〜
根ね

の
お
み

使
主
の
伝
承
と
泉
佐
野
①
〜
」

 　
「
日
本
書
紀
」
の
安あ

ん
こ
う康

天
皇
〜
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇
の
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ
た
根

使
主
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
今
回

と
次
回
で
紹
介
し
ま
す
。

　

安
康
天
皇
が
、
大お

お
く
さ草

香か

皇
子
の
妹

で
あ
る
幡は

た

梭ひ

皇
女
を
、
弟
の
大お

お
は
つ泊

瀬せ

皇
子
（
後
の
雄
略
天
皇
）
の
妃き

さ
き（

側

室
）
と
す
る
た
め
、
根
使
主
を
使

者
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
依
頼
に

つ
い
て
大
草
香
皇
子
は
快
諾
し
、
そ

の
約
束
の
し
る
し
と
し
て
、
宝
と
し

て
大
事
に
し
て
い
た
「
押お

し
き
の木

玉た
ま
か
ず
ら

縵
」

を
根
使
主
に
託
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
美
し
さ
に

目
の
く
ら
ん
だ
根
使
主
は
、

そ
れ
を
横
取
り
し
、
さ
ら

に
安
康
天
皇
に
対
し
て
「
大

草
香
皇
子
は
天
皇
の
提
案

を
断
り
ま
し
た
。」
と
嘘
の

報
告
を
し
ま
し
た
。
根
使

主
の
嘘
の
報
告
を
信
じ
て

し
ま
っ
た
天
皇
は
、
怒
っ

て
大
草
香
皇
子
を
殺
し
て
、

大
草
香
皇
子
の
妻
で
あ
っ

た
中な

か
た
ら
し蒂

姫ひ
め

を
奪
っ
て
自
ら

の
妃
と
し
、
幡
梭
皇
女
を

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

■
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数

（
相
談
、
見
学
、
講
座
受
講
な
ど
）

相
談
件
数
…
８
０
２
件
（
苦
情
７
１

８
件
、
問
い
合
わ
せ
84
件
）

相
談
方
法
…
電
話
５
４
１
件
、
来
所

２
６
０
件
、
文
書
１
件

被
害
救
済
額
…
１
３
８
件（
３
８
４
万

円
）
が
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
言
や

業
者
へ
の
斡
旋
に
よ
り
解
決

■
相
談
の
特
徴

　

販
売
購
入
形
態
で
は
通
信
販
売

が
最
も
多
く
、
半
数
以
上
が
ア
ダ

ル
ト
情
報
サ
イ
ト
か
ら
の
不
当
請

求
で
し
た
。

内　容 件数
情報料の不当請求 182
借金など融資サービス 31
書籍・印刷物 31
インターネット通信 29
レンタル・リース 25
商品一般 24
工事・リフォーム 16
健康食品 15
パソコン 13
ファンド型投資商品 12

販売購入形態 件数
通信販売 260
店舗購入 222
訪問販売 63
電話勧誘販売 49
訪問購入 11
マルチ商法 6
ネガティブオプション 3
その他不明、無関係 188

大
泊
瀬
皇
子
の
妃
と
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
時
が
経
っ
た

雄
略
天
皇
の
時
代
に
、
外
国
か
ら

の
客
人
を
接
待
す
る
係
と
し
て
、
天

皇
は
根
使
主
を
指
名
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
根
使
主
が
、
あ
ま
り
に
美
し

い
玉
縵
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
噂
に
な
り
ま
し
た
。
天
皇

が
、
皇
后
を
伴
っ
て
そ
れ
を
見
た
と

こ
ろ
、
皇
后
が
急
に
天
を
仰
い
で
泣

き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
聞
く

と
、「
根
使
主
が
つ
け
て
い
る
玉
縵

は
、
か
つ
て
私
の
兄
の
大
草
香
皇
子

が
安
康
天
皇
の
提
案
に
賛
成
し
て
、

そ
の
し
る
し
と
し
て
献
上
し
た
物
で

す
。
そ
れ
で
思
わ
ず
根
使
主
を
疑
っ

て
し
ま
い
、
不
覚
に
も
涙
が
落
ち
て

し
ま
い
ま
し
た
。」
と
答
え
ま
し
た
。

根
使
主
を
問
い
詰
め
る
と
、
横
取
り

し
た
こ
と
を
認
め
た
の
で
、
天
皇
は

斬
り
捨
て
よ
う
と
し
ま
し
た
。
根
使

主
は
逃
げ
て
、
日ひ

ね根
で
稲い

な

城き

を
造
っ

て
抵
抗
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に
討
た

れ
ま
し
た
。

　

根
使
主
が
稲
城
を
造
っ
て
抵
抗
し

た
場
所
が
「
日
根
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
恐
ら
く
現
在
の
泉
佐
野

市
の
近
辺
で
し
ょ
う
。「
日
根
」
と

い
う
名
称
を
み
る
と
、
み
な
さ
ん
は

現
在
の
日
根
野
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
古
く
は
か
な
り
広

い
範
囲
（
最
大
で
、
現
在
の
貝
塚
市

近
木
川
付
近
か
ら
岬
町
ま
で
含
む
範

囲
）
を
指
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

平成26年度 消費生活相談状況
　

無
料
と
思
っ
て
検
索
し
て
も
、
無

料
サ
イ
ト
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
別
の
サ
イ
ト
や
広
告
か
ら
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
利
用
規
約
な
ど
へ
の
同

意
を
求
め
る
表
示
や
「
は
い
」「
い

い
え
」
の
ボ
タ
ン
が
あ
る
時
、
再
生

ボ
タ
ン
を
複
数
回
押
さ
せ
る
時
な
ど

は
有
料
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

訪
問
購
入
は
、
特
定
商
取
引
法
に

よ
る
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
し
た

が
、「
不
用
品
を
引
き
取
る
」
と
言

い
つ
つ
、
訪
問
し
て
き
て
か
ら
貴
金

属
な
ど
高
額
な
物
を
出
す
よ
う
し
つ

こ
く
要
求
す
る
業
者
も
い
ま
す
。

　

電
話
勧
誘
販
売
で
は
高
齢
者
の
被

害
が
多
く
、「
名
前
を
貸
す
だ
け
」「
お

金
は
こ
ち
ら
で
用
意
す
る
」
な
ど
と

安
心
さ
せ
、
後
で
「
違
法
で
あ
る

か
ら
弁
護
士
費
用
が
必
要
」
な
ど
と

言
っ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
投
資
詐

欺
の
手
口
が
目
立
ち
ま
す
。

　

そ
の
他
通
信
販
売
で
は
、
ネ
ッ
ト

通
販
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
注
文
し
た

商
品
が
届
か
な
い
、
届
い
た
ブ
ラ
ン

ド
品
が
偽
物
だ
っ
た
と
い
う
相
談
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

　

私
た
ち
は
、
普
段
の
生
活
の
な
か

で「
戦
争
」を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
世
界
を
見
渡
せ
ば
、「
平
和
」

を
お
び
や
か
す
よ
う
な
出
来
事
が
い

く
つ
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

思
想
や
宗
教
、
主
義
、
主
張
、
民

族
の
違
い
を
理
由
に
互
い
を
憎
み
合

い
、
一
度
に
、
多
く
の
人
の
命
を
奪

う
よ
う
な
恐
ろ
し
い
兵
器
が
作
ら

れ
、
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も
の
命
ま

で
も
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
し
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
を
守
る
こ
と
が
真
の

平和を考える集い（映画会）
日時　8月4日㈫ 午前10時～、午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央
図書館 2階視聴覚室
内容　「小さい潜水艦に恋をした
でかすぎるクジラの話」（45分）
定員　各150人（先着順）
主催　泉佐野市人権対策本部、
泉佐野市教育委員会
問合先　子育て支援課
※申込不要、入場無料

いずみさの男女共同参画ひろめ隊
①７月百合の会“Let's歌体操講座”

～歌と体操で脳を活性化させましょう～
　みんなで楽しく歌に合わせて、カラダをほぐしてみません
か？簡単な体操で、カラダも気分もスッキリするかも…？ぜ
ひ、参加してください。
日時　7月29日㈬ 午後1時～3時
講師　落合茂妤さん（いずみさの男女共同参画ひろめ隊登録講師）
持ち物　タオル、飲み物、上履き　※服装は運動のできるもので
②８月向日葵の会“思春期女子のココロとカラダ”
～自分のことを知って、自分をもっと好きになろう～

　自分のカラダやココロに向き合うことで、未来が楽しみに
なってきます。思春期の変化、月経について、親子で一緒に
学びませんか？
日時　8月7日㈮ 午後1時～3時
講師　森下智美さん（いずみさの男女共同参画ひろめ隊登録
講師）
持ち物　飲み物
③月一ラジオ体操会＆ビデオサロン「おくりびと」上映会

（健康マイレージ対象）
　家族葬が増えた昨今、悲しいお別れも身内だけですませること
も。悲しいお別れを最高の手向け“感謝”に変えてくれる「納棺師」。
　人と人とのつながり、生きることの大切さ、職業観について一
緒に考えませんか。
日時　8月3日㈪ 午後1時30分～4時
 場所　①②レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習セン
ター、③北部市民交流センター本館
定員　①②15人（先着順）、③20人（先着順）
申込・問合先　①②7月1日㈬以降に電話でいずみさの女性セ
ンター（☎469-7125）へ、③人権推進課
※参加無料。①②一時保育（１
歳児～就学前）あり、希望者
は申込時に。③服装は体操の
できるもので

夏休み企画！元気になれる俳句入門講座
～5・7・5のリズムに乗って

「私の生き方」見つめよう！～
　名前印（消しゴムはんこ）を作るので、夏休
みの宿題にも利用できます。
開催日・内容（全3回）
①8月11日㈫…俳句の鑑賞
②8月18日㈫…俳句を詠む
③8月25日㈫…短冊に俳句を書こう（自作品を
飾るための装飾）
時間　午後1時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯
学習センター
定員　20人（先着順）
講師　①②坂田佑子さん（「俳画・俳句洋紅会」
俳句のリーダー）、③水野陽子さん（いずみさ
の男女共同参画ひろめ隊登録講師）
材料費　200円
持ち物　筆記道具、国語辞書（電子辞書）、筆
ペン、カッター、日除け（帽子または日傘）
申込・問合先　7月1日㈬以降に電話でいずみさ
の女性センター（☎469-7125）へ 
※一時保育（1歳児～就学前）あり、希望者は
申込時に

8.1下瓦屋地域反戦の夕べ
　人と人が尊敬しあえる平和な社会を築
くために、夏の午後のひとときを「反戦・
人権・環境・福祉」について語りあって
すごしませんか。
開催日　8月1日㈯　※申込不要、参加無料
【反戦学習】（午後0時30分～5時）
　陸軍真田山墓地（真田丸跡）と軍都大
阪をめぐります。（解説：泉南紀北地域民
衆史研究会）
集合・解散場所　旧下瓦屋人権文化センター
※参加登録（Fax469-0917）と保険料が必
要（後日「案内書」を送付します）

【納涼会「模擬店と盆踊り」】
（午後7時～9時）

場所　旧下瓦屋青少年広場
※販売物は実費
問合先　下瓦屋地域「8.1反戦の夕べ」実
行委員会 事務局（☎090-8828-9878）

　核兵器廃絶の市
民意識を喚起する
平和首長会議に
は、泉佐野市も加
盟しています。

【反戦宣言＆反戦アピール】
（午後6時～7時）

場所　旧下瓦屋人権文化センター

平
和
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

今
年
の
夏
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
人

権
・
平
和
」
を
考
え
る
催
し
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
近
く
の
会
場

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
親
子
で「
人

権
・
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

戦
後
70
年
を
迎
え
、
改
め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

問
合
先　

人
権
推
進
課
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）
◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
）　

受
付
：
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分　

日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分  

診
療
科
目
：
小
児
科
、
内
科

病後児保育
　市内公立・民間の認可保育所に
通所中の児童が、病気やけがの回
復期などのために、集団保育が困
難な時期、一時的にその児童の保
育および看護を行います。
利用日時　月～金曜日（祝・休日、
年末年始除く）午前8時～午後6時
場所　下瓦屋保育園（上瓦屋610-1）
定員　1日2人
利用料（日額）
●3歳未満…3,000円
●3歳以上…2,000円
※利用を希望する人は事前登録が
必要です。生活保護世帯、市民税
非課税世帯は減免あり
問合先　下瓦屋保育園（☎463-33
59）、子育て支援課 

【登録】
　子育て中に、手伝いが必要になったときに備えて、
ぜひ登録してください。（登録無料）
※手伝いの利用は有償です。詳しくは問い合わせてく
ださい。

手続場所　ファミサポ、子育て支援課、交流会会場、保健センター4ヵ月・1歳6ヵ月健診会場、ファミサポ開催講座会場
【夜間診療所への送迎と付添い】　※ファミリー・サポート・センターへの入会が必要です。
　子どもを夜間診療所に連れて行く必要が生じたとき、送迎・付添いのお手伝いを行っています。
　午後5時以降の連絡は、☎090-7105-4135 へ　※ご依頼いただいても、対処できない場合があります。

いずみさのファミリー・サポート・センターいずみさのファミリー・サポート・センター
申込・問合先申込・問合先　　☎463-3530（旧つばさ幼稚園2階）☎463-3530（旧つばさ幼稚園2階）
開館時間開館時間　月～金曜日 午前10時～午後5時　月～金曜日 午前10時～午後5時
               土曜日、第2・4日曜日 午前10時～正午               土曜日、第2・4日曜日 午前10時～正午

 提供・両方会員養成講座
　子育ての手伝いをする提供会員にな
るには、すべての科目を修了する必要
があります。受講できない科目は、11
月の講座で補ってください。
※受講無料。子どもの送迎だけを行う
提供会員の場合は、①～③⑧⑨のみを受
講してください。
場所
①市場消防署（市役所向かい） 4階
②～④次世代育成地域交流センター
⑤～⑨いずみさのファミリー・サポー
ト・センター
持ち物（⑦のみ）　新聞紙朝夕1日分、
はさみ、ビニール袋
※①のみ、人工呼吸用マスク代（300
～400円）が必要
申込　7月8日㈬以降の月～金曜日の午
前10時～午後4時に電話で

日　時 内 容・講 師

① 7月15日㈬
午前9時～
午後0時30分

「救急救命講習Ⅲ（幼児）」
救急隊員（市場消防署）

② 16日㈭ 午後1時30分～3時「子どもの事故と対策」保健師（保健センター）

③ 22日㈬ 午後1時～3時 「発達障がい児との関わりについて」
教諭（府立佐野支援学校）

④ 23日㈭ 午後1時30分～3時30分
「代表的な疾病とアレルギーへの対応」

　長田　亮さん（長田医院医師）

⑤ 24日㈮ 午後1時～3時 「自我の育ちの受け止め方・乳幼児突然死への対策」
保育士（子育て支援課）

⑥ 28日㈫ 午後1時～3時 「哺乳と食事・食物アレルギー」
管理栄養士（子育て支援課）

⑦ 30日㈭ 午後1時～3時 「子どもの遊びと遊ばせ方」
保育士（子育て支援課）

⑧ 31日㈮ 午後1時～1時45分
「ファミリー・サポート・センターについて」

ファミサポ担当者

⑨ 〃 午後2時～
2時45分

「サポート時の心構え・書類の取扱い方」
ファミサポ担当者

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　7月16日㈭
　　　午前9時30分～11時
対象　平成26年7月17日～平成27
年2月17日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
場所・問合先　保健センター 

3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　鉄分が不足する頃です。上手に
鉄分を摂れる、手づかみ食べのメ
ニューを紹介します。
※「スタートの頃から」の次回は
8月実施予定
日時　7月23日㈭
　　　午後1時30分～ 3時
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
場所・申込・問合先
保健センター
※離乳食講習会後、赤ちゃん相談
会もしています。体重計測が自由
にできます。 

毎月19日は「食育の日」
　バランス良く食べて、メタボ
リックシンドロームを予防しよう。
　主食・副菜・主菜をそろえて
食べよう。
問合先　保健センター 

【お詫びと訂正】
　広報6月号21ページの「児童手当現況届」の記事のうち、
支給対象月に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
（誤）【平成26年5月分までの手当を6月に支給します】
　↓
（正）【平成27年5月分までの手当を6月に支給します】
問合先　子育て支援課 
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介
護
予
防
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

返
送
し
て
く
だ
さ
い

〜
介
護
予
防
は
、
元
気
な
間
に

始
め
る
こ
と
が
大
切
〜

　

６
月
中
旬
に
送
付
し
た
「
介
護
予

防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
、
ま
だ
返
送
し
て
い
な
い
人

は
、
７
月
15
日
㈬
ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。返
送
の
な
い
場
合
に
は
、

８
月
に
再
通
知
し
ま
す
。「
介
護
予

防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
は
、
介
護
保
険
の
要
支
援
や
要

介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、
65

歳
か
ら
３
歳
刻
み
の
年
齢
（
今
年
４

月
１
日
現
在
）
の
人
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
３
・
６
０
０
１
）

※
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
高
齢
介
護
課
へ 

声
の
広
報
・
点
字
広
報
の
配
布

　

視
覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
に
「
声
の
広
報
（
朗

読
版
）」「
点
字
広
報
（
広
報
の
点
訳

版
）」
を
無
料
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
「
声
の
広
報
」
朗
読
デ
ー
タ
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.izum
isano.lg.jp/shiho/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

肝炎ウイルス検診
　B型・C型肝炎持続感染者は感染を自覚していないことが多く、発症・悪化すると肝硬変や肝臓がんに移行する
こともあります。検診を受け早期発見・早期治療をしましょう。　※検診無料
対象 来年3月31日までに満40歳以上になる市民で、過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない人
申込・問合先　直接、下表の 指定医療機関へ

住 所 指定医療機関名 電話番号 住 所 指定医療機関名 電話番号 住 所 指定医療機関名 電話番号
葵 町 つじもとクリニック 469-2080 新安松 浅井クリニック 466-0122 羽倉崎 石井クリニック 447-5565
市場西 たかやまクリニック 462-7778 高松北 上仁上田クリニック 462-3458 羽原病院 466-3881
市場南 長田医院 461-1500 高松東 福田病院 464-9499 羽倉崎上町 平野医院 465-4668

上 町

おくの耳鼻咽喉科 462-3341 ささゆり内科クリニック 458-7200

日根野

ありた整形外科 467-3051
小西胃腸科内科医院 469-6619 高松南 梶野医院高松診療所 469-6633 泉屋内科クリニック 467-3222
白井内科クリニック 462-1877

鶴 原

おおうら整形外科 464-5841 えびすのクリニック 450-0380
中野クリニック 464-0021 小笠原医院 462-0268 大植医院 450-2820
松本医院（電話予約不可）464-0037 なかつか整形外科

リハビリクリニック 469-1300 中川クリニック 461-1302

大 西 聖愛クリニック 462-0550 中山医院 468-0303
西田医院 462-3356 長澤医院 462-2443 平松診療所 468-2481

大宮町 西田外科・内科・眼科 462-8725 東佐野病院 464-8588 本 町 武井医院 462-7755

上瓦屋
青松記念病院 463-3121 三好医院 463-6911 湊 泉佐野優人会病院 462-2851
河﨑内科病院 464-6466 中 庄 大野外科胃腸科 464-0302

りんくう
往 来 北

リョーヤコマツ
クリニック 463-7003新山診療所 462-7452 ゆたかクリニック 463-7725

佐野台 矢頃クリニック 463-1018 中 町 佐野記念病院 464-2111 レオゲートタワー
レディースクリニック 460-2800下瓦屋 なかにし脳神経外科・内科 462-2358 長 滝 田中医院 466-6800

樽谷医院 466-1180 若宮町 山田外科医院 462-3106

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父
等
が
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。

※
前
回
参
加
か
ら
5
年
を
経
過
し
た

人
は
２
回
目
の
応
募
可
（
終
戦
70
周

年
記
念
洋
上
慰
霊
に
つ
い
て
は
、
５

年
を
経
過
し
て
い
な
く
て
も
応
募

可
。
た
だ
し
前
回
洋
上
慰
霊
参
加
者

は
応
募
不
可
）

実
施
地
域

●
広
域
地
域　

旧
満
州
、
旧
ソ
連
、

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、
ト
ラ
ッ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　

今
年
４
月
に
創
設
さ
れ
た
新
し
い

制
度
で
す
。

　

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の

様
々
な
事
情
で
生
活
や
仕
事
な
ど
に

困
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
「
就
職
し
た
い
が
就
職
で
き

な
い
」「
社
会
に
出
る
こ
と
に
不
安

が
あ
る
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
が
、

ど
こ
の
窓
口
に
相
談
す
る
べ
き
か
分

か
ら
な
い
」
な
ど
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
人
、
ま
た
は
将
来
的
に
生
活

に
困
窮
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し
い
人

問
合
先　

生
活
福
祉
課 

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
戦
後

70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊

●
特
定
地
域　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島　

参
加
費　

10
万
円

申
込
・
問
合
先　

日
本
遺
族
会
事
務

局
（
☎
03
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
）

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 
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■
７
月
11
日
㈯市

営
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　

プ
ー
ル
で
の
事
故
を
な
く
す
た
め

身
長
制
限
（
中
学
生
以
下
）
を
設
け

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
１
人

に
つ
き
保
護
者
１
人
の
同
伴
入
水
が

必
要
で
す
。

※
新
池
プ
ー
ル
の
幼
児
プ
ー
ル
は
身

長
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ
り
台

プール 電話
番号

オープン
期間

身長
制限

日 根 野
（日根野中学校内）

468-
0763

8月9日㈰まで

130㎝
未満

長     南
（長南中学校横）

466-
0604

150㎝
未満

北     中
（第三中学校前）

462-
8246

130㎝
未満

新     池
（新池中学校前）

462-
6226 8月31日㈪まで

140㎝
未満

■
市
営
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
が

決
定
し
ま
し
た

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
効

果
的
、
効
率
的
な
対
応
と
し
て
、
民
間

事
業
者
の
能
力
を
幅
広
く
活
用
し
、
施

設
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

指
定
期
間　

平
成
27
年
７
月
１
日
〜

平
成
32
年
３
月
31
日

指
定
管
理
者　

楠
開
発
株
式
会
社

問
合
先　

ス
ポ
ー
ツ
推 

進
課

健康増進センター
夏期プール利用特別料金
（7月18日㈯～8月30日㈰）

利用料金

利用の注意
●午前9時～正午・午後5時～8時45分…小学生は保護者
（18歳以上）同伴(入水)で利用してください。中学生だけ
での利用は午後7時まで。
●正午～午後5時…幼児（未就学児）または身長120㎝
未満の子どもが利用の場合は保護者（18歳以上）同伴(入
水)で利用してください。
※保護者も必ず水着・スイミングキャップを着用。プール水
深およびコース設定など、詳しくは問い合わせてください。
問合先　健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666） 

利用者 通常料金
7/1～17

特別料金
7/18～8/30

大人
（高校生以上）

600円
(7月：月極 5,300円）

400円
(8月：月極 4,000円）

高齢者
（市内在住60歳以上） 300円

(7月：月極 2,600円）
200円

(8月：月極 2,000円）小人
（3歳～中学生）

障害者 無料（介助者1人無料…介助を目的と
して同伴する人）

は
危
険
防
止
の
た
め
、
身
長
１
３
０

㎝
以
上
の
人
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
時
間

●
月
〜
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
４
時

●
土
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

●
７
月
18
日
㈯
〜
24
日
㈮
…
午
後
５

時
ま
で

●
最
終
日
…
午
後
３
時
ま
で

料
金　

２
０
０
円
（
中
学
生
以
下

１
０
０
円
）

※
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
、
オ
ム
ツ
の

取
れ
て
い
な
い
幼
児
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
各
プ
ー
ル
に
は
専
用
の
駐

車
場
が
な
い
た
め
、
車
で
の
来
場
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
光
化
学
ス
モ
ッ

■
市
民
競
技
大
会

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

開
催
日　

８
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰
、

９
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
・
12
日
㈯
・

13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰

場
所　

末
広
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
り

ん
く
う
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

種
別　

一
般
男
子
、
一
般
女
子
、
中

学
生
男
女
、
小
学
生
男
女

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

申
込
期
日　

７
月
25
日
㈯

抽
選
会　

７
月
31
日
㈮ 

午
後
７
時

〜 

市
民
総
合
体
育
館 

会
議
室

【
陸
上
競
技
】

日
時　

９
月
６
日
㈰ 

午
前
９
時
〜

場
所　

大
阪
体
育
大
学 

陸
上
競
技
場

種
目

●
小
学
生
…
１
０
０
ｍ
、
８
０
０

m
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
４
×
１
０

０
ｍ
Ｒ

●
中
学
生
…
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、

８
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投
、
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

●
高
校
・
一
般
女
子
…
１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
、
８
０
０
ｍ
、
１
５
０
０

ｍ
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
、

４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

●
高
校
・
一
般
男
子
…
１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
、
８
０
０

ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
３
０
０
０
ｍ
、

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
、
４
×

１
０
０
ｍ
Ｒ

※
中
学
生
男
子
４
０
０
ｍ
、
共
通

レ
ー
ス
女
子
４
０
０
ｍ

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

申
込
期
日　

８
月
１
日
㈯

【
柔
道
】

開
催
日　

９
月
６
日
㈰

場
所　

市
民
総
合
体
育
館

種
別　

幼
年
、
小
学
生
、
中
学
生
、

一
般
男
女

参
加
費　

１
人
２
０
０
円

申
込
期
日　

８
月
15
日
㈯

【
少
林
寺
拳
法
】

開
催
日　

９
月
13
日
㈰

場
所　

市
民
総
合
体
育
館

種
別

●
団
体
演
武
…
小
学
生
低
学
年
、
小

学
生
高
学
年
、
中
学
生
以
上

●
単
独
演
武
…
白
帯
、
黄
帯

●
組
演
武
…
小
学
1
・
2
年
生
、
小

学
3
・
4
年
生
、
小
学
5
・
6
年
生
、

中
学
生
以
上
段
外
、
中
学
生
有
段
、

高
校
生
有
段
、
一
般
有
段
、
親
子

参
加
費　

１
人
２
０
０
円

申
込
期
日　

８
月
21
日
㈮

い
ず
れ
も

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

申
込　

各
期
日
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

へ

グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
な

ど
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

広報いずみさの 平成27年7月号19

スポーツ推進課
　　　（市民総合体育館内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。
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【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時15分（日曜日は午後5時まで）
●青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時
●市民総合体育館　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

 メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

  メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

インフ
ォ

  メー
ション

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
タ
イ
の
伝
統
工
芸

フ
ル
ー
ツ
・
カ
ー
ビ
ン
グ
体
験
講
座

〜
ス
イ
カ
の
ケ
ー
キ
〜

　

ス
イ
カ
を
美
し
く
彫
り
上
げ
る
技
法

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

８
月
１
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
本
景
子
さ
ん
、
菊
吉
和
子
さ

ん
（
モ
ス
・
カ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
専
任

講
師
）

材
料
費　

１
，
６
０
０
円
（
ナ
イ
フ
レ

ン
タ
ル
代
含
む
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

30
ℓ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
食
品
用
ラ
ッ
プ

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
22
日
㈬
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
２
人
・
先

着
順
）
あ
り
、

希
望
者
は
申

込
時
に

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
ゆ
か
た
の
着
付
け

　

帯
を
自
分
で
結
べ
る
よ
う
に
な
る

と
、
何
通
り
も
の
結
び
方
が
で
き
て
、

着
こ
な
し
の
幅
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

日
時　

７
月
24
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
原
淑
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

持
ち
物　

ゆ
か
た
、
帯
、
ひ
も
５
本
、

タ
オ
ル
２
枚
、
だ
て
締
め
１
本
、
足
袋
、

帯
枕
（
あ
れ
ば
）

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
徒
然
草
の
魅
力
（
全
３
回
）

〜
そ
の
魅
力
と

作
者
兼
好
の
実
像
に
迫
る
〜

日
時　

８
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
22
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

米
田
真
理
子
さ
ん
（
神
戸
学
院

大
学
准
教
授
）

資
料
代　

３
０
０
円

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
地
産
地
消

地
元
の
食
材
で
つ
く
る
家
庭
料
理
②

〜
と
き
ど
き
、
無
性
に
食
べ
た
く
な
る

水
な
す
の
ア
イ
デ
ア
料
理
〜

日
時　

８
月
４
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

メ
ニ
ュ
ー　

な
す
の
煮
込
み
、
な
す
と

じ
ゃ
が
い
も
の
甘
酢
、
冷
し
な
す
の
生
ク

リ
ー
ム
ソ
ー
ス
、
な
す
の
コ
ン
ポ
ー
ト

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
文
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾

申
込　

７
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
23
日
㈭
ま
で

■
裁
判
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

実
際
の
刑
事
裁
判
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
？
法
定
は
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
進
行
さ
れ
る
の
か
な
ど
を
見
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈭

　
　
　

正
午
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

集
合
・
解
散
場
所　

市
役
所
正
面
玄
関

前場
所　

大
阪
地
方
裁
判
所

※
現
地
ま
で
は
市
の
バ
ス
で
移
動

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
阪
地
方
裁
判
所
職
員

申
込　

７
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

●
午
前
の
部
（
②
は
午
前
の
み
）　　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
太
田
知
佳
子
さ
ん 

②
中
谷

恭
子
さ
ん 

③
砂
田
里
美
さ
ん

受
講
料
（
材
料
費
含
む
）

①
③
…
各
２
，
５
０
０
円

②
…
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

①
は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
７
月
）

講 

座 

名 

①
21
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
23
日
㈭
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
イ
ヤ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
体
験

③
24
日
㈮
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

■
絵
手
紙
教
室

〜
朝
顔
の
飛
び
出
す
カ
ー
ド
作
り
〜

日
時　

７
月
20
日
㈷

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師

前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

７
月
17
日
㈮
ま
で

文
化
・
教
養

20広報いずみさの 平成27年7月号
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文
化
・
教
養

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
ニ
ャ
ン
コ
の
ク
リ
ッ
プ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

か
わ
い
い
ニ
ャ
ン
コ
が
抱
き
つ
き
ま

す
。

日
時　

７
月
24
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
（
黒
糸
は
必
ず
持

参
）、
筆
記
用
具

申
込　

７
月
６
日
㈪
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
健
康
料
理
教
室

「
夏
バ
テ
予
防
は
…
今
で
し
ょ
!?
」

〜
暑
さ
に
負
け
な
い
食
事
作
り
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
！

日
時　

７
月
30
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

エ
ビ
と
夏
野
菜
の
酢
ど
り

あ
ん
か
け
、
と
ろ
と
ろ
オ
ク
ラ
と
長
芋

の
サ
ラ
ダ
、
里
芋
の
味
噌
煮
、
わ
か
め

豆
腐
の
お
吸
い
物

対
象　

自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

栄
養
や
料
理
を
学
び
た
い
人

定
員　

22
人
（
先
着
順
）

講
師　

三
澤
律
子
さ
ん

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

７
月
６
日
㈪
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
ナ
ッ
ツ
ケ
ー
キ
＆
ク
ッ
キ
ー
」

　

ナ
ッ
ツ
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
で
す
。
持
ち
帰
り
は
１
／
２

本
分
で
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈪ 
午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

７
月
16
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
小
物
入
れ
作
り

〜
か
ば
ん
の
中
が
ス
ッ
キ
リ
と
片
付
く

用
途
多
様
な
小
物
入
れ
〜

日
時　

７
月
28
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
中
和
江
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

針
と
白
い
糸
、
は
さ
み
、
定

規
（
約
20
㎝
）

申
込　

７
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材

料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル

は
７
月
22
日

㈬
ま
で

■
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

〜
パ
ー
ル
の
ラ
ッ
プ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
〜

日
時　

７
月
29
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

指
吸
真
由
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
眼
鏡
（
必
要
な
人
）、
は
さ
み
、

黒
っ
ぽ
い
フ
ェ
ル
ト
ま
た
は
ビ
ー
ズ
を

入
れ
る
ト
レ
イ

申
込　

７
月
７
日

㈫
以
降
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
７
月
19

日
㈰
ま
で

■
身
体
と
脳
に
ひ
と
休
み
！

「
わ
ら
び
餅
三
種
作
り
」

日
時　

７
月
30
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

※
親
子
で
の
参
加
可

講
師

小
川
泰
広
さ
ん
（
元
和
菓
子
職
人
）

材
料
費　

７
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
2
枚

申
込　

７
月
７
日

㈫
以
降
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
７
月
23
日
㈭
ま
で

■
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２
０
１
５ 

in 

大
阪

　

初
心
者
・
高
齢
者
の
二
輪
車
の
安
全

運
転
技
能
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
講

習
で
す
。

日
時　

９
月
21
日
㈷ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
受
付
：
９
時
〜
）

※
雨
天
決
行
で
す
が
、
気
象
警
報
発
令

時
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
昼

食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

泉
佐
野
自
動
車
教
習
所

対
象　

初
心
者
ま
た
は
60
歳
以
上
で
、

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

●
免
許
を
持
ち
、
会
場
ま
で
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
こ
ら
れ
る

●
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
・
防
犯
登
録
に
加

入
し
て
い
る
（
当
日
加
入
可
）

●
不
正
改
造
車
で
な
い

※
原
付
ス
ク
ー
タ
ー
も
可

定
員

初
心
者
・
60
歳
以
上
各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

二
輪
車
普
及
安
全
協
会
指
導
員

参
加
費　

２
，０
０
０
円
（
当
日
徴
収
・

傷
害
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
ブ
、
長

袖
長
ズ
ボ
ン
な
ど
乗
車
に
適
し
た
服
装

※
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
一
部
貸
出
可

申
込　

７
月
22
日
㈬
以
降
に
電
話
で

■
長
南
公
民
館
名
画
シ
ア
タ
ー

日
時　

７
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
〜

内
容　
「
ひ
ま
わ
り
」（
主
演
：
ソ
フ
ィ

ア
・
ロ
ー
レ
ン
）

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
体
験
講
座（
全
3
回
）

「
石
畳
編
み
で
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

or 

ミ
ニ
バ
ッ
グ
」

日
時　

７
月
18
日
㈯
、
８
月
１
日
㈯
・

８
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

植
西
真
美
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

材
料
費　

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
…

２
，
０
０
０
円
、
ミ
ニ
バ
ッ
グ
…
１
，

０
０
０
円　

※
申
込
時
に
選
択

持
ち
物　

洗
濯
バ
サ
ミ
10
個
、
は
さ
み

申
込　

７
月
３
日
㈮
〜
13
日
㈪
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月

13
日
㈪ 

ま
で

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。
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歴　

史

文
化
・
教
養

健　

康

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

中
央
図
書
館

☎
４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
名
探
偵
コ
ナ
ン 

14
番
目
の
標
的
」

日
時　

７
月
11
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

上
映
時
間　

１
０
０
分

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
毎
月
第
2

土
曜
日
に
子
ど
も
向
け
「
映
画
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど

を
し
ま
す
。

日
時　

７
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬
、
８
月

5
日
㈬ 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
お
は
な
し
会

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
全
４
回
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
１
・
２
金

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
と
、
中
央
図
書
館
で
毎
月
第
１
・
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
お
は
な
し
会

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

修
了
さ
れ
た
人
か
ら
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
両
方
で
も
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

各
種
文
化
・
教
養

■
大
人
の
た
め
の
英
会
話

　

文
化
を
通
じ
、
文
字
の
読
み
書
き
と

簡
単
な
基
礎
会
話
を
学
習
し
ま
す
。

日
時

■
第
３
９
０
回 

観
の
会

日
時　

７
月
16
日
㈭ 

午
後
７
時
〜
８

時
30
分　

※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　

佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　

旧
安
原
村
（
現
和
歌
山
市
）

の
伝
承
（
神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰 

他
）

話
す
人　

山
下
恒
美
さ
ん
（
司
法
行
政

山
下
事
務
所
長
）

問
合
先　

岡
村（
☎
４
６
４・７
７
２
３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

歴　

史

歴　

史

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

７
月
18
日
㈯ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
７
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
７
月
16
日
㈭
、
８

月
６
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…
７
月
21
日
㈫
、
８
月

４
日
㈫ 

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

健　

康

健　

康

保
健
セ
ン
タ
ー☎

４
６
３・
６
０
０
１

Fax
４
６
１・
４
５
７
１

■
元
気
に
体
操 

い
ち 

に
ぃ 

さ
ん
！

〜
膝
痛
予
防
体
操
〜

日
時　

８
月
５
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で 

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　

手
軽
に
安
全
に
で
き
る
運
動「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

仲
間
と
「
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
」
で
歩

き
ま
し
ょ
う
！

日
時　

７
月
13
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分　

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

〜
ソ
フ
ト
ジ
ム
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

筋
力
ア
ッ
プ
〜

日
時　

7
月
23
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で 

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
進
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？

日
時　

７
月
28
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
時
間
内
な
ら
、
い
つ
で
も
参
加
可

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

７
月
６
日
㈪
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

日
時　

８
月
18
日
㈫
・
21
日
㈮
・
25
日

㈫
・
28
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が

あ
り
、
全
回
出
席
で
き
る
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

脇
谷
邦
子
さ
ん
（
梅
花
女
子
大

学
非
常
勤
講
師
）

申
込　

７
月
15
日
㈬
の
午
前
９
時
30
分

以
降
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料

●
９
月
５
日
〜
11
月
７
日
の
毎
週
土
曜

日 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

●
８
月
27
日
〜
10
月
29
日
の
毎
週
木
曜

日・
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

・
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
７
，
０
０
０
円
（
別
途
教

材
費
２
，
０
０
０
円
が
必
要
）

申
込
・
問
合
先　

 

７
月
13
日
㈪
以
降
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
国
際
文
化
交
流
協
会
（
☎
０
７
２

５
・
２
２・
０
１
６
８ 

Fax
０
７
２
５
・
２

３
・
１
２
６
８
）
へ

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
講
演
会

「
が
ん
生
還
者
が
語
る
が
ん
再
発
予
防
」

日
時　

７
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト 

14
階
会
議
室

内
容　

自
ら
の
が
ん
を
克
服
し
た
経
験

と
再
発
予
防
の
話

講
師　

沼
田
千
賀
子
さ
ん
（
神
戸
薬
科

大
学
薬
学
臨
床
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

共
催　

医
療
法
人 

龍
志
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

り
ん
く
う
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ

協
賛　

不
二
製
油
株
式
会
社

申
込
・
問
合
先　

ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
Ｉ
Ｇ
Ｔ

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
４
６
３・０
８
５
５
）

※
参
加
無
料 

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
自
力
整
体
講
座
（
全
２
回
）

〜
マ
イ
ペ
ー
ス
で

無
理
な
く
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
〜

日
時　

７
月
28
日
㈫
、
８
月
４
日
㈫

　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

７
月
11
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

各
種
健
康

■
は
じ
め
ま
し
ょ
う
介
護
予
防
！

銭
湯
で
健
康
づ
く
り

〜
認
知
症
予
防
〜

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
地
域
健

康
教
室
（
30
分
程
度
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
終
了
後
に
無
料
で
入
浴
も
で
き

ま
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家
族

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

開催日 場　所 定 員
（先着順）

7月
9日㈭ 

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

男女
各20人

16日㈭ 羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

男女
各25人

23日㈭ なごみ湯
（笠松1丁目3-23） 40人

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

「
塩
分
を
減
ら
し
て

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
」

日
時　

７
月
９
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

内
容
・
講
師　

減
塩
食
に
つ
い
て
（
栄

養
士
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

■
市
民
大
学
健
康
講
座　

７
月
例
会

「
知
っ
て
ま
す
か
？

昨
今
、
話
題
の
感
染
症
に
つ
い
て
」

〜
デ
ン
グ
熱
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
〜

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
健
康
UP
ボ
ウ
リ
ン
グ
」（
全
７
回
）

〜
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜

　

健
康
や
運
動
に
関
す
る
講
座
や
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
基
本
動
作
を
学
び
な
が
ら

の
優
し
い
実
技
教
室
で
す
。

開
催
日
・
コ
ー
ス

●
火
曜
コ
ー
ス
…
７
月
７
日
〜
８
月
18

日
の
毎
週
火
曜
日

●
水
曜
コ
ー
ス
…
７
月
１
日
〜
８
月
12

日
の
毎
週
水
曜
日

●
木
曜
コ
ー
ス
…
７
月
２
日
〜
８
月
20

日
の
毎
週
木
曜
日
（
８
月
13
日
除
く
）

●
金
曜
コ
ー
ス
…
７
月
３
日
〜
８
月
21

日
の
毎
週
金
曜
日
（
８
月
14
日
除
く
）

時
間

●
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
午
後
７
時
〜
９
時
30
分
（
水
・
金
曜

日
の
み
）

受
講
料　

１
人
３
，
０
０
０
円
（
全
７

回
分
の
ゲ
ー
ム
代
、
貸
靴
代
、
教
材
費
、

傷
害
保
険
料
含
む
）

場
所
・
申
込　

ピ
ー
ス
ボ
ウ
ル
り
ん
く

う
シ
ー
ク
ル
店
（
☎
４
６
９・１
５
３
６
）

に
電
話
で

問
合
先　

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
大
阪
（
冨
尾 
☎
０
９
０
・

５
４
６
３
・
８
９
５
４
） 

■
（
公
財
）
在
宅
医
療
助
成 

勇
美
記

念
財
団
助
成 

（
一
社
）
ら
ふ
設
立
記
念 

市
民
講
座

「
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

日
時　

８
月
８
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
５

　

病
気
の
予
防
・
治
療
に
つ
い
て
健
康

講
座
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
18
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

倭　

正
也(

総
合
内
科
・
感
染

症
内
科
部
長
兼
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

■
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜

開
催
日　

７
月
10
日
㈮

場
所　

熊
取
町
煉
瓦
館

相　

談

相　

談

■
大
阪
法
務
局

「
登
記
相
談
（
予
約
制
）」

日
時　

８
月
３
日
㈪
以
降
の
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
） 

午
前
９

時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時

申
込　

電
話
で
不
動
産
ま
た
は
商
業
・

法
人
を
管
轄
す
る
法
務
局
へ

問
合
先　

大
阪
法
務
局
岸
和
田
支
局

（
☎
４
３
８
・
６
５
０
１
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
室

時
間
・
内
容
・
講
師

●
午
前
10
時
〜
正
午
「
お
灸
体
験
会
」

勝
元
宏
亮
さ
ん

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
「
カ

ン
タ
ン
骨
盤
体
操 

〜
健
康
な
身
体
は
、

美
し
い
姿
勢
か
ら
〜
」
藤
原
眞
弓
さ
ん

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
２
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

特
定
非
営
利
活
動
法

人 

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
大
阪
（
冨
尾 

☎
０

９
０
・
５
４
６
３
・
８
９
５
４
）

時
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

り
ん
く
う
教
育
研
修
棟
（
サ
ザ
ン
ウ
ィ

ズ
）
３
階
大
会
議
室

内
容
・
講
師

●
１
部
「
末
期
が
ん
の
父
を
が
ん
患
者

で
あ
る
私
が
自
宅
で
看
取
っ
た
理
由
」

溝
口
全
子
さ
ん
（
乳
が
ん
患
者
） 

他

●
２
部
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
、
が
ん
の

こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
。」（
地
域
の

医
療
者
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

共
催　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

後
援　

泉
佐
野
市

申
込
・
問
合
先

（
一
社
）
ら
ふ

（
☎
・
Fax
４
６
８
・

８
３
９
５
）

※
受
講
無
料 

健　

康

相　

談

文
化
・
教
養

歴　

史

福　

祉

そ
の
他
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相　

談
（
つ
づ
き
）

相　

談
（
つ
づ
き
）

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

い
ず
れ
も

申
込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am

m
a caff è

（
マ
ン
マ 

カ
フ
ェ
）

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー

ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：
至
福
の
微
笑
）

　

子
育
て
の
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

日
時　

７
月
10
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

料
理
室
・
和
室

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円（
会
員
１
０
０
円
・

当
日
入
会
可
）

■
家
族
ふ
れ
あ
い
タ
ッ
チ
ケ
ア

開
催
日
・
内
容

①
７
月
11
日
㈯
・
23
日
㈭
、
８
月
６
日

㈭
…
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
手
遊
び
歌

②
７
月
25
日
㈯
…
パ
パ
＆
マ
マ
の
た
め

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
公
開
講
座

「
救
急
救
命
講
習
Ⅲ
（
幼
児
版
）」

〜
子
ど
も
の
命
を
救
え
ま
す
か
？
〜

　

赤
ち
ゃ
ん
・
幼
児
を
対
象
と
し
た
救

急
救
命
講
習
で
す
。

日
時　

７
月
15
日
㈬ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

市
場
消
防
署（
市
役
所
向
か
い
）

対
象　

小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
保
護

者
、
心
肺
蘇
生
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
な
つ
ま
つ
り
ご
っ
こ
〜

日
時　

８
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

材
料
費　

１
０
０
円

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

各
種
福
祉

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

日
時　

７
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

3
階

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
就
学
相
談
全
体
会

　

小
学
校
へ
の
就
学
に
際
し
、
子
ど
も
の

こ
と
で
不
安
を
持
っ
て
い
る
保
護
者
を
対

象
に
、
個
別
の
就
学
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
18
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
室

内
容　

支
援
学
校
・
支
援
学
級
・
就
学

相
談
の
流
れ
に
つ
い
て

対
象　

来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

の
就
学
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す
る
保

護
者

問
合
先　

学
校
教
育
課　

※
申
込
不
要

■
産
後
の
身
体
を
整
え
る

【
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】
※
申
込
不
要

〜
体
幹
・
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を

鍛
え
る
〜

日
時　

７
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
30
分

講
師　

奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

【
産
後
ヨ
ガ
】

〜
姿
勢
を
良
く
し
、
体
調
を
整
え
る
〜

日
時　

７
月
24
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

金
沢
久
美
子
さ
ん
（
助
産
師
）

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
で

※
参
加
者
５
人
以
上
で
開
催

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　

産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

（
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
受
講
可
）

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
３
０
０
円
（
会
員
１
０
０

円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

■
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

　

医
療
で
必
要
な
血
液
製
剤
の
確
保
に

は
４
０
０
ml
献
血
が
有
効
で
す
。
救
命
医

療
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
男
性
は
17
歳
以
上
、
女
性
は
18

歳
以
上
で
、
体
重
が
50

　

㎏
以
上
の
人
は
、

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
愛
の
献
血
】

日
時　

７
月
23
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

市
役
所

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

の
ア
ロ
マ
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
家
族
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

③
７
月
30
日
㈭
…
産
後
の
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
体
験
と
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

和
室

対
象　

①
③
生
後
３
ヵ
月
〜
10
ヵ
月
前

後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

②
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

各
６
組
（
先
着
順
）

講
師　

北
川
浩
美
さ
ん
（
関
西
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
認
定
講
師
）

参
加
費
（
教
材
費
含
む
）　

各
７
０
０

円
（
会
員
５
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

※
夫
婦
２
人
で
１
，
０
０
０
円
（
会
員

８
０
０
円
）、
子
ど
も
無
料

持
ち
物　

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
（
①
の

み
）、だ
っ
こ
ひ
も
ま
た
は
ベ
ビ
ー
カ
ー

（
③
の
み
）、
バ
ス
タ
オ
ル

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
で

※
①
の
７
月
23
日
㈭
は
、
終
了
後
〜
２

時
に
お
茶
会
を
し
ま
す
。（
弁
当
持
参
、

途
中
退
出
可
）

■
里
親
地
域
相
談
会

　

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
人
の
質

問
・
疑
問
を
個
別
に
応
対
し
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

※
こ
の
時
間
内
、
い
つ
で
も
可
。

場
所　

東
岸
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

Ｒ
「
東
岸
和
田
」
駅
前 

リ
ハ
ー
ブ
４

階
会
議
室
）

主
催　

大
阪
里
親
連
合
会
岸
和
田
支
部

（
ど
ん
ぐ
り
会
）、
大
阪
府
岸
和
田
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

共
催　

大
阪
府
里
親
支
援
機
関
（
公
益

社
団
法
人　

家
庭
養
護
促
進
協
会
）

問
合
先　

大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分 

☎
４
４

５・３
９
７
７ 

Fax
４
４
４・９
０
０
８
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 

る
人

講
師　

市
場
消
防
署
救
急
隊
員

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
で

※
人
工
呼
吸
実
習
用
マ
ス
ク
代
（
３
０
０

円
〜
４
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。
服
装
は

動
き
や
す
い
も
の
で
。
一
時
保
育
あ
り

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要

福　

祉

相　

談

文
化
・
教
養

歴　

史

健　

康

そ
の
他
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福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
公
開
講
座

　

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
を

支
え
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
あ
な

た
も
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
25
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
者

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

７
月
８
日
㈬
〜
22
日

㈬
に
電
話
で
泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４・
２
９
７
７
）

へ　

※
受
講
無
料

■
泉
佐
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会　

研
修
会

日
時　

８
月
８
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
小
ホ
ー
ル

内
容　

浪
曲
師 

春
野
恵
子
記
念
講
演

 

問
合
先　

泉
佐
野
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
事
務
局
（
泉
佐
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
内 

☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
「
話
相
手
が
ほ
し
い
」「
不
安
や
寂
し

さ
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聴
く
「
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
、
あ
な
た
も
参
加
し

ま
せ
ん
か
？
（
全
４
回
）

【
講
義
・
演
習
】

日
時　

８
月
10
日
㈪
・
17
日
㈪
、
9
月

28
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階
大

会
議
室

【
実
習
】

日
時　

８
月
24
日
㈪
〜
９
月
17
日
㈭
の

う
ち
の
平
日
で
１
日
（
１
時
間
程
度
）

場
所　

市
内
高
齢
者
施
設

対
象　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が

あ
り
、
全
回
受
講
で
き
る
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

共
催　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
佐

野
傾
聴
「
風
」

申
込
・
問
合
先　

７
月
７
日
㈫
〜
８
月

４
日
㈫
に
電
話
で
泉
佐
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）
へ

※
受
講
無
料
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

（
３
０
０
円
）
の
加
入
が
必
要
で
す
。

■
海
保
関
空
フ
ェ
ア
２
０
１
５

　

海
上
保
安
官
や
機
動
救
難
士
が
、
海

や
川
な
ど
で
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め

の
実
演
な
ど
を
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

日
時　

７
月
11
日
㈯

　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南 

 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

問
合
先　

関
西
空
港
海
上
保
安
航
空
基

地 
警
備
救
難
課
（
☎
４
５
５・１
２
３
６
）

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
竹
林
管
理
と
流
し
そ
う
め
ん
の
体
験
」

　

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
パ
ー
ク
ク
ラ

ブ
」
と
一
緒
に
竹
林
作
業
で
汗
を
流
し

た
後
、
竹
を
使
っ
た
流
し
そ
う
め
ん
を

行
い
ま
す
。

■
航
空
保
安
大
学
校

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
５
」

　

航
空
管
制
官
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

が
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
受
付
：
午
後
３
時
30
分

ま
で
）

場
所　

国
土
交
通
省
航
空
保
安
大
学
校

■
金
婚
を
祝
う
会

　

金
婚
（
婚
姻
届
出
後
満
50
年
）
を
迎

え
ら
れ
た
夫
婦
の
長
寿
を
祝
っ
て
開
催

し
ま
す
。
既
に
50
年
を
経
過
し
て
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
場
合
は
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈮

場
所　

ザ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
テ
ラ
ス

対
象　

昭
和
40
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚

■
大
阪
府
立
大
学

り
ん
く
う
キ
ャ
ン
パ
ス
獣
医
学
舎

「
地
域
密
着
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」

日
時　

８
月
13
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

府
立
大
学
り
ん
く
う
キ
ャ
ン
パ

ス
（
獣
医
学
舎
）

内
容　
「
動
物
の
お
医
者
さ
ん
に
な
る

に
は
！
」
笹
井
和
美
（
府
立
大
学
獣
医

内
科
学
教
授
）

※
講
演
終
了
後
、
獣
医
学
教
員
に
よ
る

動
物
の
病
気
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
催
（
約
１
時
間
）

対
象　

主
に
泉
佐
野
市
・
岸
和
田
市
・

貝
塚
市
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・
熊
取
町
・

田
尻
町
在
住
者

申
込
・
問
合
先　

7
月
31
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分
に
電
話
で
府
立

大
学
り
ん
く
う
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎
４
６

３
・
５
７
４
８
）
へ 

※
参
加
無
料

（
り
ん
く
う
往
来
南
３
番
地
11
）

内
容　

実
習
室
見
学
、
実
習
体
験
、
受

験
体
験
ト
ー
ク
、
受
験
相
談
、
公
開
講

座
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

問
合
先　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務

局
（
航
空
保
安
大
学
校
内 

祝
・
休
日

除
く
月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時 

☎
４
５
８・
３
９
１
３
）

※
申
込
不
要
（
一
部
事
前
申
込
あ
り
）、

参
加
無
料
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.cab.m

lit.go.jp/
asc/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

日
時　

７
月
25
日
㈯ 

午
前
９
時
50
分

〜
午
後
１
時（
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
集
合
）

※
雨
天
の
場
合
、
26
日
㈰
に
順
延
。
両

日
と
も
雨
の
場
合
は
中
止
。（
前
日
の

午
後
１
時
に
決
定
）

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員　

30
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機

あ
り
。
服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
軍

手
、
長
靴
（
あ
れ
ば
）。

申
込
・
問
合
先　

７
月
12
日
㈰
の
午
後

４
時
ま
で
に
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
（
月
曜
日
除
く
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時 

☎
４
６
７・
２
４

９
１
）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
の
申
込
フ

ォ
ー
ム
で

▶
う
み
ま
る

◀
う
ー
み
ん

姻
届
を
出
し
て
い
る
か
、
第
一
子
が
出

生
し
た
夫
婦

申
込
・
問
合
先　

８
月
31
日
㈪
ま
で
に

印
鑑
、
戸
籍
謄
本
（
本
籍
地
が
市
外
の
場

合
の
み
）
を
持
参
し
、
高
齢
介
護
課
へ

※
参
加
希
望
の
夫
婦
は
、
必
ず
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

福　

祉

そ
の
他

文
化
・
教
養

相　

談

歴　

史

健　

康
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

毎週月曜日、21日㈫、30日㈭は休館
【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 7月 8月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 7月 8月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 1日
22日 12日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅
5棟横の広場（＊1）17日

7日
28日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 1日
22日 12日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 17日 7日

28日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 1日
22日 12日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 10日

31日 21日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 8日
29日 19日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 10日

31日 21日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 8日
29日 19日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅集会所 11日 1日

22日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 15日 5日
26日 1時25分～2時25分 貝田町会館 11日 1日

22日 2時30分～3時10分

下瓦屋保育園横 15日 5日
26日 2時45分～3時45分 新家町会館 11日 1日

22日 3時30分～4時30分

上之郷小学校裏門 2日
23日 13日

木

1時10分～2時10分 樫井西町若宮神社境内 18日 8日
29日 1時00分～2時00分

安松町会館 2日
23日 13日 2時30分～3時10分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 18日
8日
29日 2時15分～3時15分

西出町会館 9日 6日 2時20分～3時00分 湊町会館 18日 8日
29日 3時40分～4時30分

府営鶴原北住宅集会所 9日 6日 3時30分～4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場

4日
25日 15日 1時20分～2時00分

日新小学校南門 3日
24日 14日

金

1時20分～2時20分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場

4日
25日 15日 2時20分～3時20分

野々地蔵町内会館 3日
24日 14日 2時50分～3時30分 北中ちびっこ広場 4日

25日（＊2） 3時30分～4時30分

土丸長生会館 3日
24日 14日 3時50分～4時30分（＊1）…集会所周辺の工事のため、場所変更します。（＊2）…盆踊り会場のため、巡回休止します。

※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

新着図書案内
【一般書】
▶定年女子（岸本裕紀子）▶十三億分の一の
男（峯村健司）▶速さは全てを解決する（赤
羽雄二）▶超ひも理論をパパに習ってみた（橋
本幸士）▶粉豆腐で健康長寿レシピ（太田静
栄）▶白球ガールズ（赤澤竜也）▶ナナフシ
（幸田真音）▶捕獲屋カメレオンの事件簿（滝
田務雄）▶山月庵茶会記（葉室　麟）
▶偽りの果実（イアン・ランキン）
【児童書】
▶こわれる森ハチドリのねがい（藤原幸一）
▶百貨店・ショッピングセンターで働く人た
ち（浅野恵子）▶れいにのろわれたレイ（や
まもと しょうぞう）▶動物探偵ミア（ダイア
ナ・キンプトン）▶まほうのかさ（小沢　正）
▶まてまてタクシー（西村敏雄）
※上記以外の新着図書については、問い合わ
せてください。

第61回 青少年読書感想文
全国コンクール課題図書

　課題図書の貸出は1人1冊1週間です。予約もできます。
【小学校低学年の部】
●あしたあさってしあさって　●かあさんのしっぽっぽ
●クレヨンからのおねがい！　●はこぶ
　
【小学校中学年の部】
●かぐやのかご　●パオズになったおひなさま
●お話きかせてクリストフ
●ぼくはうちゅうじん：ちきゅうのふしぎ絵本

【小学校高学年の部】
●ぼくの、ひかり色の絵の具　●ぼくとテスの秘密の七日間
●ちいさなちいさな：めにみえないびせいぶつのせかい
●レジェンド！：葛西紀明選手と下川ジャンプ少年団ものがたり

【中学校の部】
●夏の朝　●ブロード街の12日間
●うなぎ一億年の謎を追う

【高等学校の部】
●希望の海へ　●ペンギンが教えてくれた物理のはなし
●マララ：教育のために立ち上がり、世界を変えた少女

★「おはなし会」「土曜子どもシアター」「ブッ
クスタート・おはなし会ボランティア養成講
座」は、22ページをご覧ください。
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採用・募集採用・募集

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

防衛省自衛官
【航空学生】
●各種航空機のパイロットの養成
●6年後に幹部に任官
応募資格　日本国籍を有する高
卒（来春卒業見込み含む）～21
歳未満の人
【一般曹候補生】
●小部隊指揮官の養成
●配置により航空機整備、電計、
通信等技術資格取得
●入隊後2年9ヵ月経過以降選考
により3曹に任官
応募資格　日本国籍を有する18
歳～27歳未満の人
【自衛官候補生】
●所要の教育を経て、3ヵ月後に
2等陸・海・空士に任用
応募資格　日本国籍を有する18
歳～27歳未満の人
申込・問合先　8月1日㈯～9月
8日㈫（自衛官候補生の男子のみ
年間を通じて行っています）に自
衛隊大阪地方協力本部 岸和田地
域事務所（☎426-0902）へ
※詳しくは問い合わせてください。

航空保安大学校
学生（国家公務員）

　航空情報科と航空電子科があ
り、それぞれ2年の研修終了後、
飛行計画の審査などをする航空
管制運航情報官、航空管制用レー
ダーなどのエンジニアである航
空管制技術官として職務に従事
します。
受験資格　4月1日において、高
等学校を卒業した日の翌日から
起算して3年を経過していない人
（来春高等学校卒業見込み含む）
申込・問合先　7月21日㈫～30
日㈭に国土交通省航空保安大学校
（☎458-3913）のホームページ
（http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html）で
※詳しくはホームページ（http:
//www.cab.mlit.go.jp/asc/）
をご覧ください。 

りんくう総合医療センター
大阪府泉州救命救急センター

職員
募集職種　看護師
採用予定人数　20人
受験資格　昭和31年4月2日以降
に生まれ、看護師免許を有し（来
春取得見込み含む）、夜間勤務が
可能な人
採用予定日　来年4月1日
試験日　7月26日㈰
申込・問合先　7月22日㈬までに
りんくう総合医療センター総務課
（☎469-3111 Fax469-7929）へ
※詳しくはホームページ（http:
//www.rgmc.izumisano.osa
ka.jp/）をご覧ください。募集
要項はホームページからダウン
ロードもできます。

留守家庭児童会
夏休み期間中の

アルバイト指導員
　市内12小学校に設置する留守
家庭児童会で、夏休み期間に多
くの子どもたちと遊んでくれる
子育て支援の経験者や子育て支
援に熱意のある人の登録を募集
します。
勤務期間
7月21日㈫～8月24日㈪
勤務時間
午前8時30分～午後7時の間で一
日4～8時間程度のシフト制
登録資格
平成9年4月1日以前に生まれた人
登録・問合先
運営受託事業者 ㈱セリオ留守家
庭児童会事務局（☎461-3841）

広　

告

広

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
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泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（5月受付分）

●10万円　人生道場
●30万円　日王株式会社
●2,050円　朝日新聞サービス
アンカーASA熊取佐野東

商業動態統計調査に
ご理解を！

　全国の商業を営む事業所の事
業活動の動向を明らかにするた
めに実施します。この調査は、
経済産業省が毎月実施する基幹
統計調査です。
　対象事業所には、7月上旬か
ら知事が任命した統計調査員が
訪問しますので、ご理解をお願
いします。
問合先
府 統計課（☎06-6210-9209）

府立
南大阪高等職業技術専門校

（平成27年10月入校）
募集科目・訓練期間
空調設備科（1年）
対象　18歳以上
定員　30人
願書受付　7月8日㈬～8月6日㈭
に居住地のハローワークにて
試験日　9月3日㈭
入校日　10月9日㈮
授業料　年間118,800円（所得
などによる免除制度あり）、その
他（入校選考料、入校料、教科
書など実費）
問合先　府立南大阪高等職業技
術専門校（和泉市テクノステー
ジ2丁目3-5 ☎0725-53-3005 
Fax0725-53-3015）
※詳しくはホームページ（http:
//www.pref.osaka.jp/tc-miosa
ka/）をご覧ください。

特区ガイド養成研修
泉佐野市域限定通訳案内士
　特区ガイドとは、総合特区域
内限定で、特区自治体が開催す
る研修を修了した人が、報酬を
得て通訳ガイドの活動を行うこ
とができるものです。
研修プログラムの概要
●選択科目（語学）　英語、中国
語、韓国語から選択
※受講には、日常会話など基礎
的語学力が必要となります。内
容は観光案内を中心に行います。
●共通科目　泉佐野市関係（地
理、産業、歴史、文化、観光）、
ホスピタリティ、旅程管理、実
地研修など
※各研修後、筆記および口述試
験があります。
日程　8月～12月の土・日曜日、
祝日を予定
場所　市役所会議室、エブノ泉
の森ホール会議室など
対象　訪日外国人へのホスピタ
リティ・ガイド業務に関心があ
り、基礎的語学力がある人
受講料　12,000円（テキスト代
含む）
※特区ガイドとして活動するに
は、別途登録が必要です（登録
費用が必要）。詳しくは、市のホー
ムページをご覧ください。
問合先　まちの活性課
　　　　（☎469-3131）

夏休み特別講座
将来の仕事を

考えるセミナー
　学生を対象に、自分の将来に
ついて考えるセミナーを開催し
ます。職業選択のための簡単な
「心理テスト」を利用して職業に
ついての関心度を確認し、自分
自身に対する理解を深め、将来
について考える時間をもてる内
容です。
日時　7月24日㈮、8月10日㈪
　　　午前10時～正午
対象　中学生～大学生など
定員　各20人
場所・申込・問合先
電話でハローワーク泉佐野（☎
463-0565）へ　※受講無料 

「わかもの」の就職支援を
充実強化‼

わかもの支援窓口
　30歳未満の正社員をめざす人
（来春学校卒業見込み含む）で、
泉佐野市・泉南市・阪南市・熊
取町・田尻町・岬町の企業に就
職を希望する人を対象に、個別
相談を実施し「自己PRカード」
を作成します。専門スタッフが
そのカードを持って各企業を訪
問し、登録された人をPRします。
　また、登録された人には、地
元企業の正社員求人情報の提供
や個別就職相談、応募書類の添
削指導なども実施します。
問合先　ハローワーク泉佐野「わ
かもの支援窓口」（ ☎463-0565）
※詳しくは問い合わせてください。

寄附
（4月受付分）

【泉佐野市奨学金貸付基金へ】
●3万円　才新正也 

（5月受付分）
【福祉のために】
●902円　匿名

　この事業は、訪日外国人への
ホスピタリティ（おもてなし）
向上のために取り組んでおり、
現時点において未確定の要素が
多くありますので、研修を受講
し特区ガイドに認定されても個
人の収入・その他の利益を保障
するものではありません。

総合特区とは… 
　地域の実情・要望に応じ、
国と地方の協議により規制緩
和や税制・財政・金融上の支
援措置を受けることができる
制度のことです。
　泉佐野市では、地域の医療
資源を生かした国際医療交流
拠点の形成および訪日外国人
へのホスピタリティの向上を
図り、誘客を推進し、市域の
活性化を目指すことに取り組
んでいます。

陸上自衛隊信太山駐屯地
納涼大会

日時　8月5日㈬ 午後6時30分～
（一般開放は午後5時～9時）
内容　盆踊り、太鼓演奏、音楽
演奏、レンジャー訓練展示、模
擬売店など
※雨天などで中止の場合あり
場所・問合先　陸上自衛隊 信太
山駐屯地広報室（和泉市伯太町
官有地 ☎0725-41-0090）
※申込不要、入場無料。公共交
通機関を利用してください。（JR
「信太山」駅より徒歩15分）

【見学会】
日時　7月10日㈮・30日㈭、9
月10日㈭ 午後1時15分～
※申込不要、参加無料。7月30
日㈭は体験実習あり
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

市営住宅空き家入居者
【一般世帯向け】
●末広団地住宅2棟（4階建て、
エレベーター・浴室・浴槽あり）
・3LDK（2階1戸）
対象　3人以上の世帯
※郵送申込可。詳しくはホーム
ページをご覧ください。
【高齢者世帯向け】
●上田ヶ丘団地住宅15棟（1階
建て、エレベーターなし、浴室
あり、浴槽なし）
・2DK（1階1戸）
対象　申込者本人が募集期間末
日現在、60歳以上の人。単身で
も申込はできますが複数で申込を
する場合、次の①～③のいずれか
の親族とのみ同居している、また
は同居しようとしている世帯
①配偶者（内縁関係含む）
②18歳未満の児童
③60歳以上の人
※年齢については、募集期間の
末日現在での満年齢をいいます。
【ひとり親世帯向け】
●下瓦屋団地住宅4棟（3階建て、
エレベーターなし、浴室あり、
浴槽なし）
・3DK（2階1戸）
対象　申込時に次の①～④のい
ずれかに該当し、募集期間末日
現在で20歳未満の児童を扶養し
ている2人以上の世帯
①配偶者と死別、離婚または婚
姻によらないでひとり親となっ
た20歳以上の人で、現に婚姻し
ていない。
②配偶者の生死が1年以上明ら
かでない。（警察への捜索願の届
出をしている場合に限る）
③配偶者から1年以上遺棄され
ている。（住民票上1年以上配偶
者と離れている）
④母子世帯に準じる状況にある。
※夫の暴力などで婚姻関係が事
実上破綻している世帯で、大阪
府子ども家庭センターなどが発
行する「母子世帯に準じる状況
にある世帯」として証明が受け
られること。
【親子近居世帯向け】
●上田ヶ丘団地住宅18棟（4階
建て、エレベーターなし、浴室
あり、浴槽なし）
・4DK（3階1戸）
●南中第一団地住宅3階（3階建
て、エレベーターなし、浴室あり、

浴槽なし）
・3LDK（3階1戸）
●鶴原団地住宅18棟（4階建て、
エレベーターなし、浴室あり、
浴槽なし）
・4DK（2階1戸）
対象　募集期間末日現在、親ま
たは子ども世帯が当該住宅と同
じ小学校区内に1年以上居住し
ている3人以上の世帯
【住宅困窮度評定世帯向け】
●下瓦屋団地住宅3棟（4階建て、
エレベーターなし、浴室あり、
浴槽なし）
・4DK（2階1戸）
対象　3人以上の世帯
●下瓦屋団地住宅4棟（3階建て、
エレベーターなし、浴室あり、
浴槽なし）
・3DK（1階1戸）
対象　2人以上の世帯
●末広団地住宅1棟（事故住宅、
14階建て、エレベーター・浴室・
浴槽あり）
・3LDK（4階1戸）
対象　3人以上の世帯
※事故住宅とは、前入居者のと
きに、住戸内で孤独死などの人
身事故が発生した住宅です。次
の入居者が入居するまでに修繕
を行い、使用については他の住
宅と変わりません。十分ご理解
のうえ、申し込んでください。
　なお、事故（病死、自殺、死
亡事故）などの具体的な状況に
ついては、お答えできません。
　また、入居にあたっては、い
かなることがありましても、事
故住宅であることを理由に家賃
（敷金含む）の減免や他の住宅へ
のあっせんを受けることができ
ませんので、ご了承ください。

いずれも
応募資格　次の条件をすべて満
たす人
●平成27年6月1日以降、引き
続き市内在住・在勤である
●条例に定める収入基準に合い、
家賃の支払い能力がある
●保証人がある
●現在、住宅に困窮している（原
則持家がない）
●同居親族がある（婚約者含む・
高齢者世帯向け除く）
●申込者本人および同居しよう
とする人が暴力団員でない

●過去に市営住宅に居住したこと
がある場合、不正使用（無断退去・
滞納など）をしたことがない
※3人以上の世帯を対象としてい
る住戸では、現在妊娠中の人がい
る世帯は2人でも申込ができます。
選考方法
●一般世帯向け…公開抽選（8
月5日㈬ 午前10時～ 市役所2階
201会議室）
●高齢者世帯向け、ひとり親世
帯向け、親子近居世帯向け、住
宅困窮度評定世帯向け…住宅困
窮度評定表に基づく困窮度の高
い世帯から優先入居（必要に応
じて対象者に別途通知し公開抽
選を実施）
用紙配布・申込・問合先
7月14日㈫～23日㈭（土・日曜日、
祝日除く）の午前8時45分～午
後5時15分に所定の用紙に必要
事項を記入し、建築住宅課へ
※所定の用紙は建築住宅課で入手
するか、市のホームページ（http://
www.city. izumisano.lg.jp/
kakuka/toshi/kenchiku/menu/
sieijyutaku_nyukyobosyu.html）
からダウンロードもできます。 詳
しくは問い合わせてください。

ご加入ください
泉佐野・熊取・田尻事業所

人権連絡会
　泉佐野・熊取・田尻事業所人
権連絡会は同和問題をはじめ、
女性問題や障害者問題など、あ
らゆる人権問題について取り組
んでいる事業所の団体です。本
人の責に帰することのできない
ことがらを採用選考基準から撤
廃し、本人の能力と適性に基づ
いた採用選考を行い、憲法で保
障されている「職業選択の自由」
を確保するため、啓発活動を推
進しています。
　すべての人の人権が尊重され
る社会の実現を企業（事業所）
の立場から図っていく事業所人
権連絡会にぜひ加入してくだい。
問合先　まちの活性課
　　　　（☎469-3131）
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このマークがついている画像は、スマー
トフォンなどのアプリをインストールす
ることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、右記のQRコードよ
り市のホームページにアクセスし、AR
（拡張現実）技術を使った無料アプリ

「Aurasma」をダウンロードしてください。
（アドレス）http://www.city.izumisano.
lg.jp/shiho/AR.html

このQRコードからもアクセスできます▶

自衛官等募集相談員連名委嘱式
　　　自衛隊の志願者に関する情報提供や、自衛隊地
方協力本部が行う隊員募集の広報活動の援助などの役
割を担う「自衛官等募集相談員」の委嘱式が5月26日
（火）に市役所で行われました。4月に発生したネパー
ル大地震の際も、現地に入り医療活動や災害復旧活動
で国際貢献を行った自衛隊が国民の安全確保などの任
務を全うできるよう、ご支援ご協力をお願いしました。

コンビナート協会FESTA2015
　　　地元にある食品コンビナートをもっと知ってい
ただくため、食品コンビナート協会主催による「泉佐
野食品コンビナート協会FESTA2015」が開催されま
した。各企業を巡るスタンプラリーのほか、普段見る
ことのできない場所の工場見学や食品の手
作り体験教室などにたくさんの親子連れが
参加し、楽しい１日を過ごしていました。

消費者月間記念講演会で辛坊治郎さんが講演
　　　消費者月間の5月27日㈬、エブノ泉の森小ホー
ルにおいて消費者月間記念講演会が開催されました。
今回、講師としてフリーアナウンサーの辛坊治郎さん
をお招きし、「～情報の正しい判断～ 報道現場から」
と題した講演を行っていただいたところ、たくさんの
人が参加し会場は大盛況となりました。

子育て応援イベント「子育ては楽しい！」
　　　本市では、幼児期から泉佐野に親しみをもち、
郷土愛を育んでいくことなどを目的として、「泉州タ
オルくん泉佐野めぐり」という絵本を作成しました。
その取組の一環として、絵本の作成に関っていただい
た絵本作家「サトシン」さんと大阪府知事認定子ども
家庭サポーターの辻由起子さんによる絵本の読み聞か
せやトークショーなどのイベントを、5月23日㈯にエ
ブノ泉の森小ホールで行いました。

東日本大震災被災自治体への派遣職員に感謝状
　　　昨年4月から1年間、東日本大震災の被災地であ
る岩手県大船渡市に応援職員として派遣された本市職
員3人に対し、被災地への支援と復旧復興への貢献を
たたえて大阪府市長会から感謝状の贈呈が行われまし
た。
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バドミントン元オリンピック日本代表選手の特別指導
　　　シドニーオリンピック日本代表選手の岩田良子
さん（ヨネックス㈱）による、市内中学・高校のクラ
ブ員を対象としたバドミントン教室が、6月6日㈯に
市民総合体育館で開催されました。元オリンピック選
手による熱のこもった直接指導を受け、参加
した生徒たちにとって貴重な体験となりまし
た。

泉州南なでしこライオンズクラブより寄贈
　　　泉州南なでしこライオンズクラブより、4月に
開園したのぞみ・はるかこども園に屋外電波時計を寄
贈していただきました。5月31日㈰に開催された結成
10周年記念例会において、児童福祉行政への支援に感
謝の意を表し、市長より感謝状をお渡ししました。

大木小学校でホタルと夜の校舎見学ツアー
　　　6月5日㈮、大木小学校において、大木小未来を
紡ぐ会主催「ホタル＆夜の大木小学校舎見学ツアー」
が開催されました。校舎のいたる所に木を使った特色
ある校舎を見学した後、小雨のなかホタル
の見学も行いました。参加者は、大木小の
自然に恵まれた環境を体感していました。

感謝のお花を園児が届けてくれました
　　　市役所で働く人への感謝の気持ちを込めたお花
を、今年も泉佐野ルーテル保育園のつくし組の園児が
千代松市長に届けてくれました。
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いずみさのフォトニュース

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ
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観光特派員メイ・イズモトさんと愉快な仲間が
サンテレビで泉佐野をアピール
　泉佐野市観光特派員メイ・イズモトさんが、サンテレビ「ふ
らぶらやろう」（毎週木曜日午後11時40分～放送）という番
組で、｢劇場版ATARU｣など数多くの作品を手掛けられてい
る木村ひさし監督と共に、泉佐野市内の様々な場所を紹介し、
本市の魅力を発信していただいています。
※特別編成番組につき、変更となる場合があります。
問合先　まちの活性課
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　5月分 約3,342ｔ（前年同月比 －－6.48％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
5月末日現在5月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　101,266人○ 市内人口　101,266人（（++40人）40人）
○○ 男　　　　  48,888人 男　　　　  48,888人（（++77人）人）
○○ 女　　　　  52,378人 女　　　　  52,378人（（++33人）33人）
○○ 世帯数　　  44,962世帯（ 世帯数　　  44,962世帯（++4545世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

春日神社 夏まつり
　漁業の安全と大漁を願って行われる太鼓台の祭り
です。太鼓台の上に大きなふとんのような飾りもの
を乗せているため「ふとん太鼓」とも呼ばれます。
　夜は灯入れをし商店街を巡行します。
日時　7月19日㈰・20日㈷ 午後から
場所　春日神社～泉佐野駅浜側付近
問合先　泉佐野市観光協会
　　　　（まちの活性課内 ☎469-3131）

日根神社 ゆまつり
　日根神社にて神事と五社音頭で、樫井川の水源の
安全と夏の災厄除けを祈願する祭りです。
　五社音頭では和泉の国の知られた地名が唄われて
います。
日時　7月18日㈯ 午後8時～9時30分
場所　日根神社　　
問合先　泉佐野市観光協会
　　　　（まちの活性課内 ☎469-3131）

犬鳴山 金魚の放流
～自然の中で金魚と遊ぼう～

　1日1万匹の金魚を放流します。
日時　7月18日㈯・25日㈯
　　　午前10時・正午・午後2時の3回放流
※雨天・増水時は中止
場所　犬鳴大橋付近（南海バス「犬鳴山」バス停下車）
※駐車場が少なく、駐車できない場合がありますので、公共交
通機関を利用してください。
後援　大阪観光局、南海電鉄㈱、犬鳴山観光振興会
問合先　泉佐野市観光協会（まちの活性課内 ☎469-3131）

泉佐野プレミアム商品券を
販売します！

販売日　7月5日㈰ 午前10時～（完売次第終了）
※先着順で販売します。購入希望者は販売場所で配
布、または市ホームページからダウンロードした商品
券引換券と引き換えに購入できます。ただし、引換
券は、商品券の購入を確約するものではありません。
販売金額　1万円（商品券12,000円分）
※1人5セットまで購入可
商品券内訳　専用券1,000円×2枚（大型店以外の取扱店で使用できます）
　　　　　　共通券1,000円×10枚（全ての取扱店で使用できます）
販売場所　市役所1階ロビー、いこらも～る泉佐野、イオンモール日根野、イズミヤ泉佐野店、観光交流プラ
ザ「りんくうまち処」（りんくうタウン駅改札出てすぐ）、泉佐野商業会連合会スカイスタンプ会事務所
商品券使用可能取扱店（店舗）
　市ホームページをご覧になるか、販売時に配布する取扱店一覧表をご覧ください。
留意事項　今回の商品券事業は、国の交付金を活用した事業のため、事後検証が必要で、商品券を購入した
人の中から無作為抽出でアンケート調査を実施しますので、ご理解ご協力をお願いします。 
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
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